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外貨収入 対外債務返済 債に務1:i返め済る割の外合貨収（%入） 
1960/61 475,587 17,157 3.6 
1961/62 497ヲ322 30,618 6.2 
1962/63 576,807 47,88G お.2
1963/64 576,198 61ヲ509 10.7 
1964/65 629,n9 62,223 9.9 
1965/66 fi86,784 7:3,689 10.7 
1966/67 729,981 95,718 13.1 






































































































































政府は 1月12日， 1968年 1～6月の新輸入政策を発表した。この主な特徴
は，①輸入許可品目の大幅削減（83品目から 13品目》②現金・ボーナス制
品目（ボーナス証券1に対し現金2の割合で輸入が認められる〉の大幅増加




























-259ー 一（ 3 ）ー
パキスタン（ 1月〉
1. Moazzam Hussain （パ海軍少佐〉
2. Bhoopati Bhusham Chaudhry （別名 ManekChaudhury) （チッタゴン地区
AL会計）
3. Saeedur Rahman （チッタコン地区 AL副委員長－）
4. M. Ali Raza (Service Civil Internationalパ支部設立委員〉
5. Bidhan Krishna Sen 
6. Ahmad Fazlur Rehman （官吏， 1966年以来病欠）
7. Ruhul Quddus （官吏，訓練のためアメリカへの出発を準備中〉
8. Muhibur Rahman （前海軍船室係）
9. Kamaluddin Ahmed （前海軍下士官〉
10. Sultanuddin Ahmed （前海軍上等水平）
1. Mirza M. Rameez （退役空軍飛行少佐〉
12. Amir Hussain （前空軍伍長）
13. A. B. M. A. Samad （前空軍伍長〉
14. Khurshid Alam （前海軍上等水兵〉
15. Mohammad Mahmud Ali 
16. A. B. M. Yusuf 
17. Tajal Islam 
18. Khurshid孔1ia
19. Daleeluddin 
20. Masood R. Chowdhury 
21. Anwer Hussain （海軍上等水兵・軍曹〉
22. Mutiur Rehman （海軍大尉）
23. Khurshiuddin Ahmed (AMC) 
24. Subedar Abdur Razzam （陸軍〉
25. Risaldar Shamsul Haque （陸軍〕
26. A. M. F. Haque （空軍・軍曹〉
27. Shamsuddin （空軍・軍曹〉















RCパ国防法）ではなく， Army• Navy ・AirForce Actsのもとに処理すると発表し







場参新輸入政策発表（［968年 1月～ 6月） (Dαwn 1968. 1. 13) 
商務省輸出入管理局長NurulIslamは1968年 1月～ 6月までの新輸入政策を発表し
た。その要旨は以下の通り。
④ 自由輸入リストは14品目（前期10品目〉とし，前期に，（a)Nylon twine, （同
Wood pulp, (c) Raw materials for allopathic pharmaceutical industry, (d) Gas 






















O Khalid Shafi （カラチ綿花協会副会長）：新輸入政策は非常に現実的であり，工
業用部品の輸入も楽になって生産・輸出拡大に役立った、ろう。
































































































1等書記官迫放の報復としてニュー・デリーのパ高等弁務官顧問 M.M. Ahmed 
氏に対し24時間以内に国外退出するよう命じた。理由はスパイ活動を行なったた
め，とされている。


































































































⑨ 全政治犯の釈放。とくに MujiburRahman, Mani Singh, Haji Danesh, 






















































④ 近く西パを訪問し， MohammadAli Qasuri, Arbale Sikander. Wali 
Khanと会談する。






































れていたが， 1月18日， Army,Navy and Air Force Actによって逮捕され
た。したがって東パ政府によって出された DPRによる拘留は廃除される。陰
謀計画の調査はつづけられており， この計画の立案・指導に SheikhMujibur 
Rahmanが関与していたという証拠がある。氏は DPRのもとに刑に服してい
るO





21日 Vアユブ大統領， 次期大統領候補は PMLが決定すべきと語る←一一アユブ、大統
一（ 14）ー -270-
パキスタン (1Jj〕

























v東パ野党，小作法に反対一一束ノξ野党は議会に提出された EastBengal State 












































V最高裁判長に S.A. Rahman一一大統領は最高裁判長に S.R. Rahman同判


















⑨ 党組織の強化。 2月20日までにターナの段階， 3月15日までに地医， 25
日までに県の段階まで組織化する。
T NWFPの赤シャツ党復活か一一一NWFPおよびパノレチスタンを基盤に活動し
てし、た赤シャツ党 Redshirtsはこれまで NAPに入っていたが，最近その NAP
からの分離・復活を計画しているという。これは Paki必anObserverに掲載され
たもので，新指導者は独立運動のベテランで，赤シャツ党の創立・指導者 Abdul







tつ山 一（ ] 7 ）一



















5 日 米の配給価格引上げ一一一東ノξ政府は 1月8日から米の配給価格を 1モーンド
29.60ノレピーからl.20！レピー引上げ， 30.80ノレピーにすると発表した。政府は1967











































るもょう。これはユーゴの蔵相 Janko Somo le卒いる経済代表団がアーマッド計
画委副議長と会談したことから推察されたもので，借款供与の外，合弁企業の設











タリー・カナダと協定を結び， アノレミニュームおよび SteelStrips (2700万／レピ
ー〕を輸入する取引をすすめているという。




















































上質米 1モーンド 45ノレピー （前週 42｝レピー〉
中質米 グ 40～42 グ（グ 36～39 グ〉
下級米 If 37～37.5 1 ( " 34 グ〉
-277- 一（ 21 ）一
パキスタン (1月）
鶏 肉 （中位1羽） 3ノレピー （前週 2.5！レピー〉
卵 4 乱主l 56～62ノミイセ （ グ 50パイセ）








② ボロ稲について Irri米の作付面積を1967/68には 31万6000エーカー，
1968/69には97万エーカー， 1969/70には106万エーカーにする。
③ Mexi-Pak種小麦の作付面積を1967/68には 3万2500エーカー， 1668/69







預金するだけでよいことになる。 1968年 1月 1日の指定銀行の預金・債券総額は
109億9510万ルピー，今まではその6.25%，即ち 6億8400万ノレピーを中央銀行に
預金しておかなければならなかったが，今後は 5%，即ち 5億4720万ノレピーで、よ
いことになり， 結局 1億 3680万ノレピーが企業への貸付金にまわされることにな
る。この現金預金率は1965年4月 1日， 5月 1日に 5%から7.5%，さらに1.5%
減って 6%へと変化， 1995年8月16日には6.25%，同9月17日に 5%, 1967年6
)116日に9.25%へと変化している。





一（ 22 ）一 -278-
パキスタン (1月）


































































一（ 24 ）ー -280-
パキスタン C1 JJ) 













27日 T RCD合同ジュー卜工場，東パに建設 ーイラン・トノレコ・パキスタン 3国は
RCD合同ジュート工場を東パに建設することに同意した。これは RCD合弁企

























激しいのは ironrod, timber, corrugated iron (c. i.) sheet, sanitary waresで
その原因は輸入政策および一部の貿易業者による価格操作が主なものであるとい










(Pakistan Observer, l. 23.) 

































































































川口のつ制 一（ 29 ）一

















































































成人員は 3人（パ・インドの指名した人各1人， 中立1人〉で委員長（中立〉は M.
















































-277- 一（ 35 ）ー
パキスタン（ 2月〉








なおこの委員会議長は SardarM. Ibr油 imKhan委員長（前パ｛則カシミー
ノレ大統領〉で， カシミーノレの指導者 AminMukhtar, Chawdhry Farman Ali, 
Sardar M. Latig Khar氏らが挨拶した。




6 日 T PDM, 東パ各地を遊説－PDMは2月9日より束パ各地を遊説することに















7 ヨ Tヨルダンから貿易代表団訪パ一一ヨノレダンから貿易代表団（団長 Zuhair
















9 日 vマイメンシンで PDM主催大衆集会 PDMは2月9日から東バ各地で、大
衆集会を開き，その勢力拡大に努める方針であるが，まずその皮切りにマイメン
シンで 5万人を集めて大衆集会を開催した。集会には N・N・カーン PDM議




































T Ataur Rahman, NAPモスクワ派に加入一一前 AL指導者・現在 PDM執行委
Ataur Rahman Khanは NAPモスクワ派に加入することに決めたと発表した。
これは東ノξNAPのモスクワ派が聞いた Biennialでの評議員会で明らかにされ
たもので，正式に加入するのはもう少し後になってからという。
Ataur Rahman Khan氏は前に ALから東パ首相を務めた人で、あるが， アユ
プ大統領の下では NDFに加入， NDFからの代表として PDM結成のために努


















































東パ NAP委員長 Muza百arAhmed 
グ 書記長 Syed Alta£ Hussain （現拘禁中〉
I 書記長代理 Habibur Rahman 
I 副委員長 Dewan Mahbooh Ali 
1 Ataur Rahman 






Bazl ur Rahman 
f PDM，シルエツトで集会一一PDMは東ノf・シルエットで大衆集会を開き委







Fakir Abdul Mannan （州閣僚・東パ ML委員長〉：ヒ。ノレザ、ダ外相と同様，非
常に心配している。




Maulana Abdur Rahim (Jamaat党〉：ソ連の対印援助はパキスタンに対する
インドの侵略的意図をさらに強め，パにとって非常な危険である。
-( 40 )- -282-
パキスタン（ 2月〉










13日 Vカラチに集会禁止令一一政府当局はカラチに 2ヵ月の集会禁止令（刑法 144
条〉を適用した。





man Khan （無所属〉，副指導者は AzharuddinAhmed (AL-PDM派）。このた
め東パ議会には PMLグループ121人， PDMグノレープ18人， AL一反 PDM派グル
ープ8, NAPグJレープ4があることになる。



















ープ（MLC,NDF, Jamaat党， Nizam党， AL一反6項目派など18人〉をつくっ
たが，その指導者として AsaduzzamanKhanを選出した。一方これまでの指導









このため PDMの大衆集会は流れることになった。 これより先 Pabnaにも集会
禁止令が出され， PDMの集会が流れている。
T PDM, Pabnaで大衆集会













一（ 42 ）一 -284-
パキスタン（2月〉
パプナ，ボグラ，ク－；レナ，パリサノレの各地で，ダッカで終りとする。ナラヤン
ガンジに到着したのは NurulAmin, Daultana, C. M. Ali, Miah Tufail Moham-
mad, Mahmud Ali, Abul Qasem, Syed Azizul Huq。いず札も PDM執行委員。
21日 V東パ“犠牲者の白”で， 5人逮捕一一1952年 2月 21日， ベンガル語の公用
語指定を要求して行なった学生デ、モに対して警察隊が発砲， 10数人が死亡する事
件を記念する犠牲者の日“ShaheedDay ”が東パ各地で、祝われた。 ダッカでは






























































































































































副委員長 Haji M. Danesh 
グ AbdulJabbar 
" Asabuddin Ahmed 
グ BarodaBhushan Chakrabarty 




























1 日 Vダッカ商工会議所総裁， NBPに貸付金増加を要求一ーダッカ商工会議所総裁































場を建設する計画をたてており， AssamBengal Cementの拡張工事， Jaipurh2t
































貯蓄計画表NationalSavings Schemesの中には DefenceSavings Certificates, 
Prize Bonds, Post Office, Saving Bank, Postal Life Insuranceなどが含ま
れる。





Mona Experimental Projectと呼ばれるもので，アメリカ側の 9メンパーは農業
経済学者の NormanE. Landgren博士を団長とする 5人で， 資金は USAM
(United States Aid Mission）が出す。 この合同プロジェクトは農業の生産性向
上についての実験のほかに，塩害防止の方法についても研究する。
6 日 Vパ商相， UNCTADで、先進国の輸入制限に反対一－GhafoorKhanパ商相は U
NCTAD本会議で演説，先進国が後進国からの生産物に輸入制限をかけているこ




















第3次計画に入って 1965/66には6.2%, 1966/67には 17.7%の割合で成長してい
る。 GNPに占める工業の割合も， 1959/60の9.3%から 1966/67には 11.7%に増
加，計画未年の1969/70年には目標の14%を達成するとみられている。
②輸出の中で工業製品の占める割合も増加， 1950年には 7%だったものが1965








となるもので，年生産能力は特殊鋼， alloy steel，ステンレスなど 2万トン， 原
料は輸入スクラップ。完成は1971年の予定。必要外貨は7000万ノレピヘ機械・サ


































































ノレの Tut(Campbellpur）で油田が発見された，と発表した。 3週間前にも Kot
Sarangで油田が発見されている。 Tutの油井1号では 1日1000～1400パーレノレ
-295ー 一（ 53 ）ー
パキスタン（ 2月〉
の割合で石油を採取することができ，深さは 1万4645フィート。
19日 T IDA, 1500万ドル援助一一パは農業機械化計画資金として IDAから1500万ド
ノレを供与されるもょう。これは農業開発銀行の S.Islam総裁が発表したもので，
IDAはパに対し，すでに2700万ドルを援助している。
20日 V東パ，セメント事情一一東ノミセメント不足は益々深刻化し， AssamBengal 
Cementは1袋15～16ルピー（公定は10.92ルピー〉で売られ， ZealPak Cement 
は11～11.50；レピーで売られている。 こうした不足の主な原因は西パからのセメ

























一（ 54 ）一 -296-
パキスタン（ 2月〉
価格はイタリア・フランスの lmpregilo社で 6億2340万ドノレ，次いでアメリカの
Morrison-Knudson社 7億6910万ドノレ， GuyF. Atkinson 8億 0730万ドノレとな
っている。




























聞ではじまった。バ代表は G.Ishaque Khan大蔵次官， S.S. Jafri工業次官，
-297- 一（ 55 ）一
パキスタン（ 2月〉























28日 T AID，パに対し 1億7700万ドルの開発援助か C1968/ 69)-AIDは上院外交
委員会に対し 1968/69年度対パキスタン援助を 1億7700万ドルにしたいと申し入
れた。同年度中のアメリカの対外援助は24億9800万ドル。このうち開発援助7億







































































































































V最高裁判所長官に S.A. Rahman就任一一一最高裁判所長官に S.A. Rahman 
判事が就任した。
（注〉 S. A. Rahman長官： 1903年6月4日羽Tazirabadパンジャブに生まる。


















3 日 V東パ NAPモスクワ派，新執行委6人任命一一束ノξNAPモスクワ派は新執
行委6人を任命した。任命されたメンバーは AhmedulKabir （東パ議員）， Matia 





(Survey of Pakistan，調査局長），西パ公共事業建設部長，調査局員など 5人でラ
インド側は ShahidAmin外務局長ほか7人。
会談の外ではジャンサン党員が反対の叫びをあげ， 38人が逮捕された。
5 日 T Nabinagarに PDMターナ委員会一一－Nabinagarに PDMのターナ委員会が
結成された。これは PDMが各ターナ・各ユニオンにそれぞれ委員会を作るよう




































7 日 PIA長官に M.Akhtar少将一一政府は PIA長官に M.Akhtar少将を任命し
た。現長官 M.Asghar Khan中将の後任。













一（ 64 ）ー -258ー
パキスタン CJ月〉























































16日 l PDM，西パ遊説始める－ーパ民主主義運動 PDMは16日から31日まで西パ各
地を遊説する予定で， 16日にはカラチ弁護士会で演説を行ない，遊説の第一歩を
踏み出した。主な演説者は M.Maudoodi (J amaat党）， Chaudhri Mohammad 
Ali (Nizam党）， N. N. Khan (AL), Abdul Salam （東ノξ AL）の 4人。
vアユブ大統領，通常の業務にもどる一一2月以来病気のため静養していたア












17日 T PDM指導者， 記者会見一一回教連盟評議会派 MLC委員長ダウノレタナ氏は
じめ PDM指導者達はカラチで記者会見，来るべき BD選挙に関する PDMの態
度について， 「PDMがこの選挙に参加するか否かは， PDMの全国遊説が終っ
た後で，各地方の代表者を通じて大衆の意見を聞いた上で決定するJとのベた。
また PDMの活動目標については， 「PDMは民主主義の復活， 1956年憲法の復
活，基本的人権の回復，東西ノミの格差是正Jにあるとのベた。記者会見に出席し
た指導者はダゥルタナ氏のほか， N・N・カーン PDM委員長・（AL), マハムッ
ド・アリ PDM書記長，マウドゥディ， C・M・アリ，アプーJレ・カセム（MLC
書記長）， クワジャ・カイノレッデ、イン（国会議員），グーラム・アザム（東パPDM
書記長）， クワジャ・サフダノレ（西パ議員野党指導者）， M ・S・ジャフリ（西ノミ





















18日 V東パ NAP執行委決まる一一一パシャーニ委員ー長は東パ NAP（北京派）執行委
員15人を任命した。




























で飛行， それに次いで MIG19型戦闘爆撃機16機（Z.A. Chandhri代将）が時









































25日 T NAP, ラホールで集会一一パキスタン・デーを記念してラホールで、聞かれた























































ト980，ベシャワール8788,D. I. Khan 1570, ラワーノレピンジ 5699，サノレゴダ
8248, ラホーノレ9023, ムノレタン 9095,パハワ1レプーノレ 3450, カイノレプーノレ4354
の割合になっているO
v夕、ジャラートで PMLに30人の大量入党一一ーグジャラートの， MLC委員
Khwaja A. Hamid氏を中心に全部で30人が PMLに参加した。
Vインヂィラ・ガンジー首相，パ新聞記者と会見一一インディラ・ガンジー首
相は UNCTAD取材に訪パしていた APP特派員 HasanAkhtar Gardeziと初



























カで聞かれ， MoulanaBashani (NAP), S. M. Murshed （判事）を会長に，委員
長に MirzaGholam Hafiz，副委員長に Qudrat-i-Khuda,Kamruddin Ahmed, 













与－するようソ連と交渉中といわれる。インドには Trombay,Rajasthan, Madras, 
Taraporeの4ヵ所に原子炉があり，すでにプノレトニューム分離装置などももっ
ている。



























l PL 480でさらに小麦50万トン供与か一一アーマッド計画委副議長は AIDの
パキスタン事務所で近く PL480協定に調印し，小麦50万トンの供与をうける見


















































































ら Purbo石油，ヱッソ石油，シェル石油の 3社を選び， Purboを最終的に選ん
だ。しかし中央政府（工業資源省）はこれを認可せず，この問題の仲介も断った
ことからこうした要請となうたもの。
























8 日 T EPIDCの活動一一EPIDCは最近いくつかの重要な重工業に乗り出してい
る。現在建設中のものには東パ機械工場，パキスタン・ディーゼノレ工場，電線お
よびケーブノレ製造工場，一般電気製品工場などがある。機械工場はダッカ近くに
建設されているが， 総工費は2億 3893万ルピー， 年生産能力は各種の機械9万
2155トン， 1億0320万ルピー相当である。ディーゼル工場の費用は 1920万ノレピ





























1 日 V東パに 2新工場一一束ノfに2新工場が建設される。一つは完成したRangpur
の ShampurSugar Millで， 総費用 3千万ノレピー，生産能力は 1日3万モーン
ドの砂糖キピ粉砕能力をもっている。但し現在は原料不足から 1万6千モーンド。
もう一つは起工式を終えた Sylhetの Pulpand Paper Millで，総費用 9440万
ノレピー，年産能力は 3万トンのパルプ。生産開始は1970年の予定。
V新聞印刷用紙値上り－EPIDCの経営している Khulnaの新聞印刷用紙工
場は 3月5日よりトン当り価格を 988.16ノレピーから 1140yレピーに引き上げたた
め，新開業界および出版業界は非常な打撃をうけている。これは1963年7月以来4
度目で， 1963年 8月952.987レピー， 1966年 5月988.167レピーと値上りしてきた。
' 2月の貿易－2月の輪出は 3億2790万ノレピーで 1月に比べ 21.99%増加，













































































19日 T 1968/69年度計画を検討一一帽年間計画調整委員会（AnnualPlan Co-ordina-
一（ 80 )- -274一
パキスタン（ 3月）





























の他食糧1400トン， ジュート 750万パーレ，西パで小麦540万トン， メーズ
7000トン，米 140万トン，綿花280万パーレとなっている。
20日 Vジュート・綿輸出業者への金融緩和一一中央銀行は外貨取扱い銀行に対し，































メリカがパに 1億 1500万ドノレの借款を供与する協定に調印した。これは 1967/68
年度用としてアメリカが債権国会議で約束した 1億 4000万ドルの一部で， 残り
2500万ドノレはすでに供与されている。協定にはパ側 LA. Khan経済局長，アメ


















































一（ 84 ）ー -278-
パキスタン（ 3月）
I ジュートの価格変動の原因













































































































































































































































































































































































































ジュ（年ー平ト均価）格 米価格（年平均） ジュート生産高 地ジ域ュート耕作
（ルビー） （ルビー） (10万パーレ） (10万エーカー）
1947～48 21.50 24.12 68.76 20.58 
1948～49 30.25 30.06 55.35 18.77 
1949～50 20.00 24.50 42.55 15.61 
1950～51 19.00 19.31 60.61 17.11 
1951～52 25.75 22.12 69.04 17.79 
1952～53 10.25 21.00 68.22 19.07 
1953～54 15.50 15.37 36.39 9.65 
1954～55 15.62 11.00 45.90 12.43 
1955～56 18.87 20.69 64.98 16.34 
1956～57 24.87 31.56 59.02 12.30 
1957～58 20.62 26.44 60.53 15.6'.3 
1958～59 16.37 25.44 61. 79 15.28 
1959～60 19.37 26.62 55.25 13.75 
1960～61 51.83 24.31 44.57 15.18 
1961～62 22.79 25.54 70.99 20.61 
1962～63 20.74 20.30 63.00 17.23 
1963～64 21.36 23.48 58.75 17.00 
1964～65 31.47 25.02 53.80 16.60 
1965～66 29.70 32.00 66.93 20.90 
1966～67 35.77 38.78 66.70 20.54 
一（ 86 ）ー -280-
パキスタン（ 3月〉
表 3 ジュート価格の季節的変動
年 次｜生産高｜月平均最高価格｜月平均最低価格｜差 異｜差 異
I oo万パーレ）＼ （ノレピー） I （ルピー） ｜（ノレピー） ｜ （%） 
1955～56 64.98 
24.50!3 月A） iU!i月） 13.31 119.00 1956～57 59.02 9 6 12 8.37 39.50 1957～58 60.53 26.37 7 18.75 7.62 40.64 
1958～59 61.79 19.56 8 14.44 5.12 35.46 
1959～60 55.25 
34.87!5 月） 15.7Tf月） 
19.12 121.40 
1960～61 44.57 6892 2 30.19 38.73 128.29 
1961～62 70.99 44.67 7 14.56 30.11 206.80 
1962～63 63.00 29.85 4 16.45 13.40 81.46 
1963～64 58.75 
22.0616 月） 20.50（11月　　　） 
1.56 7.61 
1964～65 53.80 359 8 24.86 11.10 44.65 
1965～66 66.93 39.10 2 22.14 16.96 76.60 
1966～67 66.70 39.33 1 32.29 7.04 21.80 
I 東西パキスタン貿易
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パキスタン（ 3月）
でなくてはならなヤ。
































48-49 4g:50 50』515ト5252・・5353-54 5ι55 5ら565ら5757-58 5品5959」606仏6161-62 62-63 63-64 64-65 6ら66ι67 
一（ 88 ）ー -282ー
表 2 東西パからの輸出品目
パキスタン（ 3月〉
1963～64 I 1964～65 I 1965～66 
東ス｜丙一玉｜去 云両丙一一
一I 2.6 2 
- I 0.06 
ー I 0.11 
























































































































8.59 0.57 7.89 1.22 
0.40 4.42 0.61 5.50 























































































































































































































































































































① SU 7戦闘爆撃機 139機（うち12機は練習機〉
② P-30レーダー 14組
③ MI-4ヘリコプター 109機













































ナワプシャ－， スックーノレ， ムノレタン， ムザ、フアノレガ｝／レ， パハワノレプーノレ，













わち AbdusSalam Khan, Asaduzzaman Khan, Nunil Amin, A. S. M. Sul臼i”

































































































生13人， 3人が不正行為を理由に退場させられ， Maguraでも 5人が退場させ
られた。
一（ 98 ）一 -272ー
パキスタン（ 4月〉


















































































































③ 外相会議はまた RCDの相互支払l司盟（RCDUnion for Multilateral 
Payment Arrangement）の活動に満足の意を表明した。






Zuberi氏は RCDのこれまでの活動については，⑨ RCD支払同盟，位） RCD航


















16日 f AL ( 6項目派〕綱領草案まとめる 一全パキスタン人民連盟 APAL( 6項
H派）の組織委員会はこのほど同党綱領草案をまとめた。組織委のメンバーは
Quazi Faiz Mohammed, Syed Imdad M. Shah, P. M. Yunus, K. A. Tirnrizi, 
Abu Asim, Shafiul Alam （以上西パ代表）， Syed Nazrul Islam, R. Bhuiyan, 
S. A. Aziz, M. A. Aziz, Amena Begum, Yusuf Ali, ]. Ahmed, M. A. Man-
nah, Abul Kalam, A. I. M. Kamaruzzanran （以上東ノ吋巳表）。
Vジュート工場ストで組合指導者5人逮捕一一14項目に亘る要求を掲げて 4J1 
6日よりストに入っていた LatifBawanyジュート工場の労働組合書記長 A.M.
Khaddar，前書記長 M.Hussain，組織部長 Ahmedullahその他2人の 5人はス
トライキ指導のため逮捕された。
Vナラヤンガンジで学生など8人逮捕一一一ナラヤンガンジンの二つの SSC試
















































































































可能性をさぐるため 6人からなる委員会を設置した。メンバーは M.Tosha, M. 
































V夕、ツ力のパス料金値上げ幅を修正 一ーゲッカ自動中j品会は 4)J 1611からのパ
ス運賃値上けご、を発表していたが，－di民の反対が激しいため一部修正した。以前の
パス運賃は最初の 1マイルまで 6パイサ， 1マイルこえるごとにさらに 3パイサ
追加されるものであったが，これが最初の 1マイノレまで 8パイサ，その後 iマイ
ルこえるごとに 4パイサに値上げされ（ 4月16日），今回の修正では最初の 1マ
イノレが8パイサ，その後 1マイルこえるごとに 4パイサという基本料金は変らな
いが，マイル問の運賃は謀されないことになった。すなわち 1マイル未満は8パ
イサ（現行6パイサ）， 1マイノレから 2マイノレ未満も 8パイサ（現行9パイサ〉，




Culistan カ込ら 1'1ircur 41パイサ 58パイサ 50パイサ
Gulistan か Mohammadpur ヱ乙 !/ :30 !/ 25 f’ 
Gulistan !/ S. M. Hall 12 !/ 12 ” 20 f’ 
Dacca !/ Tongi 56 !/ 72 !/ 60 !/ 

















Defence Collegeで学ぶ。 1954～56年まではベノレギー総領事， 1956～59年ま
ではニューデリー駐在の副大使を務め，その後スウェーデン，ノルウェー，
デンマーグフフィンランドの大伎を照任， 1961今川こはモスクワ大｛史となり，








































28日 ' a駐印パ大使，アブドラ氏と会見一一アノレシャド・フセイン駐印・バ大使（ 5
月より外相）は外相の職につくため帰国するl'fiに，カシミールのライオン，シェ
イク・アプドラと会見した。両者は近くもう一度会う予定。














で10%増となっている。 Aus米は18%, Aman米は 4.4%, Boru米は28.6%そ
れぞれ作付面積で；増加している。生産高は Boro米を除き1134万7000トンと推計
され，これは前年度993万倒的トンより 14.2%上廻っているO 東パの米の生産高
-283- ( 109 )-
パキスタン（ 4月〉
は Buro米を除き 988Jj 1000トンで，前年！主将.sg:rJ :moトンより 14.8%増であ


































































































1968. 3 1968. 2 1967. 3 





輸入 39,870 41,670 48,690 -4.32 -17.96 
10日 V西パ円DCの活動について一一西ノf産業開発公社（WPIDC）は1967年12月末
までの活動について以下のように報告している。
























































その他 Potwar,Shlhet, Chittagong, Multan, Benir, Chandpurでも試掘をは
じめている。
























インダス基金残額 3億2400万ドノレ プランス 4000万ドル
イタリー 3000万グ イギリス 2400万 P
カナダ 500万グ アメリカ 5000万 z




17日 T EPIDC，綿・ジュート工場を払下げ一一束ノf産業開発公社 EPIDCは綿・ジュ
ート工場（KaliganjMuslim Cotton Mills, Dacca Jute Mills）を払い下げると





















































T Kalabagh製鋼所の費用は L6億ルビー一一計画委員会経済局長 Mahboobul
Haqueはカラチで Kalabagh製鋼所に必要な経費は16億ノレピー， うち外貨は 8億















































EPIDCの関4ぷでは DaccaJute Mills, Muslim Cotton Mills, Rajshahi Sugar 
Mills, Chittagong Jute, Amin Jute, Pak Jute Mills, Eastern Refineryで，後
者企業（いずれも EPIDCの持株は少数）はパ投資公社ICPに払い下げられる。















1961/62 1048万 I 1648万 " 
1962/6:1 4280フ了 If 18857J " 
1963/64 1億6660万 I 4130万 I 
1964/65 1億8865万 " （不明）
1965/66 1億5468万 I 9677万 I 











































(Dα叩 n,1968. 4. 22) 
パキスタン回教共和国大統領アユプ・カーンの招請により， コスイギン・ソ連首相
は4月17日から21日までパキスタンを公式に訪問した。 コスイギン首相には T. Y. 
Kiselyov白ロシア共和国首相， IA. Manyushisリトアニア共和国首相，I.V. Arkhipov 















































































以後， T-55戦車225台がインドに供与されている。 さらに， 200台の戦車輸送用トラ




















































































































































ノレの義息で、政治家の MianAmiruddinの息子であるが， 同氏は西パ ML委員長
Kirmani氏と明らかに対立している。この対立は最近のイクパノレ・デーの記念集会
のもち方について表面化した。第2の市委員会では MianZaka-ur-Rahman氏が










つは ImtiazGillに卒いられる派関で，他の一つは MianRa五queSaigol （企業家〕
に卒いられている。前者は西パ議会幹事長，後者は中央政府議会幹事長を務めてい









































































































































1 日 , PDM，ラワールピンジで大衆集会一一ラワーノレヒ。ンジで PDM主催の大衆集
会が開かれ，決議の形でパ国防法の廃止，刑訟法144条乱用の制限，選挙人団と
しての BD制反対などを要求した。集会には N.N.カーン PDM議長，ヌーノレ
ノレ・アミン野党国会代表， M.Maududi Jamaat党委員長， DaultanaMLC委員
長， C.M. Ali Nizam党委員長など PDMの中心メンパーが参加した。



































13日 V駐ダッ力新米総領事に L.A. Squires氏一一アメリカは駐ダッカ新総領事に



































15日 l Sarhad NAP執行委聞く一一一SarhadNAP執行委がペシャワーノレで聞かれ，
西パの州問題，政府の選挙ゲリマンダーリングの問題について話合い，さらに秘
密会議では SarhaclNAPと NDFの合同について話し合われた。 SarhaclNAP 
は，もしNDFが今度の総選挙に立候補することを決めるなら合同しでもよいとの
意向をもっているといわれる。同執行委はこの問題を検討するため小委員会をつ






によれば東パは人口 940人が 1選挙区，西パは1070人が 1選挙区を構成する（し
たがって有権者は人口の50%として，投票する人は約470人， 535人となる）。ラ
ワーノレピンジ県では5699選挙区（前回は3712区， 1987区増〕となり，地区別では





















17日 V北ベトナム代表団（団長 Ngo州 nhLoαn，）訪パ一一駐中共大使で、ある Ngo
Minh Loan氏を団長とする北ベトナム代表団一行は 6日間の予定で公式訪ノξの
ため中国よりラワーノレピンジに到着した。











(National Executive Council）で行なわれ， N・N・カーン現委員長・（AL, PD 
M の委員長兼任）が再選された。任期は 2年。執行委員は東西から24人。 PDM
束パ委員長 AbdusSalam Khan氏， PDM西パ書記長 M.Sabir Jaffery氏がオ
ブザーパーとして出席している。その他の役員には副委員長に KhawajaKhair-
uddin (MNA), Nasim Hassanが選出され，書記辰に MohmoodAli氏，書記に











19日 T NAP指導者逮捕－NAPの KhanA bd us Samad Khan Achakzai氏はク
ヱッタの Gulistanで逮捕された。カラチの NAP（反パシャーニ派〉は声明を発
表，逮捕されている NAP指導者はじめ政治犯を釈放するよう要求した。逮捕さ





















1963/64 997,942 I 407,021 I 
1%4/65 1,094,759 I 457,021 I 































外相就任（ 5月7日）に伴い空席となっていたインド大使に SajiadHyder前 U
AR大使が任命された。































































































29日 T AL ( 6項目派〉から指導者脱落－AL(6項目派）の指導者で国会野党議










パキスタン C5 J-J) 
















































2 日 , 1967年10～12月の国際収支一一中央銀行発表によれば1967年10～12月の国際
収支は 3億0960万ノレピーの赤字で，前年同期8140万ルピーの赤字に比ベ，非常に





4560万（前年同期は 1億8930万Jレピ一入贈与， PL480, ；レピー返済の借款など
によるもの 2億0880万yレピーとなっている。















カナダ ４６０万ドル 米 5,000万ドル
フランス 3,040 1 世 銀 2,500 グ
イタリー 4,000 " 計 1億7,400 " 
英 2,400 



































希望する 2社（NationalSteel of Pakistan Limitedと IndustrialManagement 
Limited）の代表を呼んで事情を聞いている。両社の代表は NSPLの方はフアノレ
ーク前商相， IMLの方は AliH. Fancyが出席した。カラチ製鋼所は 1年間に
50万トンの粗鋼を生産する能力をもつよう計画されており，両社のうちいずれか
に建設許可が下れば1972年から操業を始める。この計画に対し NSPLは固定資














概された。 1957年には 140台の動力ポンプが使われ， 1958年にはさらに 1千台
のポンプ。が導入された。





















よう決定した。それらは FisheriesBoard, Leather Board, Grain Export Bo-
ard, Small Exporters Corporationsで，すでにあるボードは TeaBoard, Rice 
Board, Jute Boardである。 TabaccoBoardは現在設立過程にある。
' 4月の貿易一－4月の貿易では輸出額が前月より減少したことが特徴であ
る。 （単位，万fレピー〉
1968. 4 1968. 3 対前月比 1967. 4 前前年
同期比
輸出 26,380 27,430 -3.82% 21,680 +21.68% 





















































































最上質綿布・…..1ヤード 70パイサ 中質綿布…… 1ヤード 20パイサ
上質綿布・…ー グ 40 グ 下級綿布…・・・ グ 10 " 
16日 l GNP, 143.7 (1959/60二 100）に一一一政府統計局発表によれば， GNPその他
指標は以下の通り。
1959/60 1963/64 1964/65 1965/66 1966/67 
G N p 100 125.0 130.6 136.7 143.7 
工業生産 100 180.4 200.5 212.8 231.3 
鉱業生産 100 160.5 174.5 182.3 193.0 




































① General Type Companyの閉鎖， Pak.Jute Mills Associationの閉鎖
の噂はパ貿易公社 TCP とは全く無関係である。 また連盟は同公社 TCPが






報告を作成する協定に調印した。調印者はパ側 WPIDC総裁 A.K. M. Mazari, 











































































































































































































の必要資金は2億 1千万ノレピーで，内外貨は 1億 1千万ノレピー。 l億 5千万ノレピ
ーはユーゴからの借款でまかなう。との Mongla港が完成すれば一般荷揚用パー




















長率は 6.0%となり，計画の 6.5%に近づいているO 史上最高ともいわれる
この 8.3%の年成長率が可能になった原因は，農業，とくに食糧の増産にあ











































































1962/63 27,468(10万ノレピー） 2,267(10万ノレピー） 8.2(%) 
1963/64 27,439 2,929 10.7 
1964/65 29,958 2,962 9.9 
1965/66 32,705 3,510 10.7 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開 発 支 出
郵聖民襲 便， 業間電 信航開・ 電 話翼蓄空
1,835 （　　þÿÿÿ	0 0 1,835 （　　þÿÿÿ	0 0 1,782 （　　þÿÿÿ	
7,247 1 4,324 1 5,832 11 
956　　( 3) i! ( 4) 836　　( 3) 
315 416 
新公主そ州準政独料の府連立貯へ共他団の霊邦体交の・へ付事そ首の金支の貸都付業書出
1,400 ( 3) 
1,3加 l: þÿ 3 6 50 0 t :l 530 499 365 
1,628 ( 3) 1,627 1,582 
115 ( 2) 97　　　( 1) 106 ( 3) 
248 271 
31,391 (60) 25,551 (59) 31,637 (58) 
（単位 10万ノレヒ。ー，
































一外短未国 確般国）内期調定会か債計達債ら 金務剰の 借余（（純純計計金款） 
12,397 !:fl 8,850 (:[l 13,172 þÿ 2 40 0 3660 33  600 ( 
24,064 22,878 24,348 
1,206 1,508 
現貸準その備のf金他サ基他の残な金預の金高かど返資ら済の本金の利返（受繰純計取入用済） 
2,184 (24) 2,128　　 (21) 3,008 4,756 4,115 (24.5) 
1,918 377 1,374 



































































る。第3次計画の 2年間の通貨発行量の増加は非常に大きく， 1967年 7月から1968
年4月までの10ヵ月間に通貨発行量は 1億5910万ノレピー増加したが， 1966年7月か
ら1967年4月までの10ヵ月には5億0820万ノレピーの通貨増であった。

































































, A・ R・力一ン国防相，カラチに帰る一一一 1週間にわたって東パ各地（とくに
チヤノレナ， チッタゴン両港および Pussur, カーナブリ両河の運航状況）を訪問

















はできず， 中国の国連加盟もなされなければならない， とのベた。その他 Qa-










































会では野党側が7日を記念し， 刑事訴訟法第 144条の廃止を要求して退場， AL
6項目派もシンポジワムを聞き， 6項目要求をあくまで支持することを明らかに
した。




















① 選挙区確定作業開始 3月15日から 3月15日から
③ Preliminaryな選挙区発表 4月30日まで 4月30日まで
③ 選挙区リストを地図とともに発表 9月中 10月中
④ 最終的選挙区確定・発表 9月30日 10月31日
⑤ 選挙人名簿草案発表 11月15日まで 12月16日まで
⑥ 同名簿に対するクレーム受付 12月 1日まで 12月31日まで
⑦選挙日・場所の確定 1969年 6月 1日まで 7月16日まで
⑧ 立候補受付 6月10日まで 7月31日まで



































Vカシミールの動き－Dαωη 紙 J.Hashim特派員の報告によれば、 Bakhshi
Ghulam Mohammad （前カシミーノレ一首相〉の率いる NationalConference派の
内部で対立があり，ますます多くの人々がこの N.C.からはなれ，シエィク・ア
プドラの率いる PlebiseiteFτontに加入してきている。最近も N.C.かち数人が
脱党，現首相の Sadiq率いる CongressPartyには加わらず， P.F.に加入した。













1948 1958 1968 
－」一一一＼ －－－－【』一－－ Fー－へー一一＼
東パ西バ東パ西バ東パ西バ
CSP 7 103 67 228 186 326 
PFC （外交官〕 。 12 49 100 73 104 
PSP （検察官〉 24 45 82 128 
PTS （税官吏） 86 141 
PRAS （鉄道） 20 36 
PMAS （国防〉 18 50 





































その他メンパーは MianAlimuddin西パ濯瓶局長， A.Matin EPW APDA水















































































































































3 日 V経済事情 1967/68発表さる一一ウカイリ蔵相は国会に経済事情 1967/68を提
出した。これは 1968/69予算の国会審議の材料となるもので，毎年予算案提出前
に国会に出されるO 内容要旨は以下の通り。
① 1967/68のGNP成長率は8.3%に達した。これは1966/67の5%, 1965/ 
66の4.6%に比べ非常に大きい（計画目標は 6.5%），この 3年間の平均成長率は
年 6%である。












@ 1967 /68の初めの 9ヵ月間の輸出は23億1370万ノレピー（約4億8400万ドル〉，
前年同期のそれは21億5000万ノレピー（約4億5000万わりである。
⑦ 1968年 3月末まで， PICIC, IDBP, ADBP, HBFC，の貸付金額はそれ



























社会主義諸国からの援助は同じ 3年間に 2億8600万ドルで、ある (1965年 6月以
前までは 1億3600万ドノレ）o
4 日 v外国援助についてー一一経済局政務次官 NawahJain Sadik Ali氏は国会で野
党の質問に答え，外国援助について以下のように説明した。
①パキスタンが1968年 3月31日まで、に契約した援助総額は38億2200万ド‘ルで
ある。 1958年 6月までは 3億5400万ドノレ， 1958年 7月から1968年 3月までのほぼ
10年間に34億6800万ドノレを契約している。


























月の ComprehensiveIndustrial Investment Scheduleの枠の中での修正で， 154
産業の多岐にわたっているO ジャフリ工業次官の発表によれば， CIPCOC(Cen‘ 




























































1962/63 27,428 2,267 8.2 
1963/64 27,439 2,929 10.7 
1964/65 Z9,958 2,962 9.9 
一（ 178）ー -278-
1965/66 :3i,705 3,510 
パキスタン（ 6月）
10.7 









1960/61 28億2000万ルピー 1966/67 91億8000万ノレピ－
1962/63 ,p億3000万グ 1967/68 96億3000万グ




















-279- ←（ 179 )-
パキスタン（ 6月〉



























1968/69 1967/68 1967/68 
一般会計 （予算） （改正予算） （予算）
歳 入 20億6860万ノレピー 18億7179万ノレピー 19億9650万Jレピ｝
歳出 20億6476万グ 18億0662万 1 19億3380万 F




開発支出 18億1825万ルビー 1:3億0370万ルピー 18億2807万ルビー
非開発支出 1633万グ 3億3744万 P 9120万か
継続支出 8000万グ 3500万 M 8000万グ
不足額 2億6000万グ 一 -2億1000万 d






























資本収入 l{意9430万 I 1億814071・ f’ 2億2500]j I 
中央政府割当金 19億5570万 I 19億3550万 I 21億2320万 グ
税 収 増 2000万 I 
剰余金 2億8000万 " 2億5980万 " 2億8880万グ
-281- 一（181）一
パキスタン（ 6月〉
不足額 2億9000万ノレピー 7330万ノレピー 3億2700万ノレピー
収入計 27億4000万 " 24億5000万 グ 29億6400万 t’ ー一 一一一一一一 一一一一一 一一一一 一
資本支出 6億0900万 " 6億0800万グ 7億7780万 " 
鉄 道 19億5730万 " 10億8730万 " 20億0800万 " 
公 社公 団 1億5020万 " 1億3230万 " 1億5300万 " 
開 発 支 出 2350万 " 2240万＂ 2520万 " 




















① 東パの GNPは10年間に 123億ノレピーから 203億8000万ルピーに増え，





























1966/67 1965/66 1964/65 1963/64 
輸 出 :3,005.l 2,717.7 2,407.7 
輸 入 5,192.3 4,208.3 5,374.2 4,430.1 
東西州別の 1966/67輸出入
東パ（1) 西パ（2) 差（（1）一（2)
輸 出 1,667.0 1,338.1 + 328 .9（東ノξの方が多い）
輸 入 1,566.0 ;3,625. 7 -2,059. 7（西．パの方が多い）



















































































V東西 1人当り国民所得一一一計画局政務次官の NawabJam Sadiq Ali氏は東
西パキスタンの 1人当り国民所得を以下のように発表した。
東パ 両パ さA巴ノ、0 東パ 西パ ヲ入主ノ、。
1959/60 278 3n6 1963/64 308 419 398 
1960/61 286 374 :362 1964/65 303 439 405 
1961/62 294 387 373 1965/66 309 447 413 


































1968年 3月までにアメリカから PL480により 59万8千トンg オーストラリアか
ら2万トンが輸入されている。
人（推万計人口） 
供給量 需要量 （ポ1り人食ン糧当ド） 指i6g数0と／6す1=る
（万トン） （万トン）
1960/61 5,519 904.0 900.4 366.91 100 
1961/62 5,667 911.6 924.6 360.30 98 
1962/63 5,816 914.1 948.9 352.04 96 
1963/64 5,970 998.0 974.0 374.04 102 
1964/65 6,128 1,006.2 999.8 368.06 100 
1965/66 6,295 1,020.7 1,027.0 363.10 99 
1966/67 6,472 960.8 1,055.9 332.86 91 














目的としたもので， WPIDCの A.M. K. Mazari議長も出席した。
' 「商業週間｜はじまる一一25日から 7月1日までの「商業週間」が始った。
26日 Vソ連から力ラパーグ製鋼所計画調査団訪パ一一ソ連からカラパーク製鋼所計




とみられている民間資本は NationalSteel of Pakistan Ltd., Industrial Manage-
ment Ltd.でそれらの理事会メンパーは以下の通りである。
National Steel of Pakistan Ltd. 
取締役 Ghulan Farque （前商相〉
理事 SyedWa!jid Ali, Mian Mohammad Bashir, M. A. Rango・
onwala, K. M. Muner, A. Wahed Adamjee, Ahmed Dawood, 
Raflque Saigol. 
Industrial Manegement Ltd. 
取締役 Amir Ali Fancy 
理事 JimmyH. Fancy, Noor Ali H. Fancy K A. Waheed, M. 
R. Zaman 
' 5月の消費者物価指数一一中央統計局発表によれば，カラチの工業労働者の

































であった。チキンも値上りし， 1シーア当り 3.75Jレピー（ 1ヵ月前は 2.75ノレピ
ー〉，マトンは 1シーア 4Jレピー，牛肉は同2.50ノレピーで値上りしている。
f EPIDC, 2公社を払下げ一一EPIDCは Muslim Cotton Millsと Rajshahi
Sugar Millsの2公社を民間資本に払い下げると発表した。 MuslimCotton Mills 
は東パ公社の中の唯一の綿工業であったが GulBakhsh Bhuiya, Gawsia Cotton 
Spinning Mills 〈ナラヤンガンジ〉に2500万ノレピーで払い下げられる。 Rajshahi
Sugar Millsの方は NasirBrothers （ファリドプーノレ〉に， 1500万Jレピーで払い
下げられる。これら4000万fレピーのうち1500万ノレピーは両社が出資し，残り2500
万ノレピーはパ投資公社（ICP）が出資する。






















年． 保有高 通貨流通量 年 保有高 通貨流通量
1948 141.61 261.64 1958 76.58 545.25 
1949 98.02 262.07 1959 122.72 571.80 
1950 94.16 288.93 1960 129.40 612.86 
1951 148.17 267.62 1961 113.30 617.53 
1952 60.61 314.07 1962 118.41 648.58 
1953 68.89 348.22 1963 132.80 741.13 
1954 63.10 375.41 1964 104.28 870.18 
1955 115.62 334.52 1965 98.97 949.57 
1956 126.29 386.41 1966 93.93 1,088.74 
1957 102.14 518.50 1967 75.89 1,059.66 
(19平48均～57) 101.86 335.74 1968 81.64 1,070.49 

























を選出した。書記長は GhausBaksh Bizenjo氏で，副委員長には AmirRada 




















2 日 V会社利益法案について一一政府は 6月末会社利益法案 CompaniesProfist 

































































あったものが， 1968年6月末にはそれぞれ48ノレピー， 42.50yレピー， 40.01レピー
となっている。
食用油： 1968年3月までのからし油価格は 1マウンド180～200ノレピーであった
が， 3月以降は下りはじめ， 6月には 1シーア 3.5；レピーとなった。
茶・砂糖：茶の価格は1966年6月から1967年3月まで上昇傾向にあったが，そ






建築資材： 1967/68のそれは前年比 10～30%も値上りした。とくに ironrods 
timber, c. i.，セメント，煉瓦の値上りが目立っている。
衣類：綿製品の価格は 1967/68に上昇傾向を示している。 （PakistanObserver 




























V西パ 1967/68綿花生産一一西バの 1967/68綿花生産は 280万7300ベールで前
年度260万4800ベールを 7.8%も上回った。作付面積は 424万5200エーカーで，
前年度400万3300エーカーの 6%増。
5 8 T WPIDCから米・中に経済代表団一一WPIDCは米・中に経済代表団を送った。
中国にむけての代表団は M.A. Basith同公社鉄鋼・重工業部門部長を団長とす
る3人で， Taxilaの重機械工業建設に要する機械類の援助調印に行く。 もう一






























6 日 Vプット氏，訪米か一一プット氏はアメリカの StanleyFoundationの招きで
6月22日から訪米中であるとみられている。期間は 1ヵ月。またブ、ツト氏は旅行


















（丹：） Ajmal Ali Chowdhry氏のプロフイーノレ。
1914年 Sylhetに生まれる。名門の出身で Sylhetと Benarasで教育をう
ける。
父の故 KhanBahadur Amjad Aliは著名な法律家で， 1921年からは In-
dian Legistlative Assemblyの議員となる。母方の叔父，父方の叔父ともに
法律家がおり，あるいは官吏をしている。




7 日 v東パ洪水悪化一一束パの洪水はさらに悪化， Rangpur地方も洪水となった。
すでに17地方のうち 9地方（Dacca, Faridpur, Rajshahi, Pabna, Rangpur, 




ノレコの IhsanSabri Caglayangil外相と会見の後共同コミュニケを発表したO こ
の共同コミュニケは，ジャム・カシミーノレの民族自決権の支持，中近東問題の解
決，キプロス問題の解決， RCDの発展等についてのものである。




































パキスタンは現在ミラージュ匝 3～5機， F 104スターファイター迎撃機2中
隊，サンダーチーフ， MIG19 4飛行中隊， F86 Sabre jct 5飛行中隊，中国製
IL28軽爆撃 1飛行中｜泳 CBOB2輸送中隊，等々の飛行機をもっており，もし
ソ連が SU7戦闘爆撃機を援助すれば，空軍力ではインドよりパが優ることにな














▼世銀・ IFC，西パ肥料工場に借款一一世銀・ IFCは西ノミ肥料工場に 3600万ド
ノレの借款を供与する協定に調印した。この肥料工場はラホール近くに建設される
Dawood-Hercules Chemicals Ltd. （資本金のうち Dawoodが40%，アメリカ側






































-－方輸入の方の特徴は一貫した入超ということで， 1947/ 48 --1966/ 67の20年間
の総輸入額は495億7000万ノレヒ。ー，一方輸出の方は366億8900万ルヒ。一，結局128
億8100万ノレピー（約27億ドル〉が赤字となっている。


































































































































































































































すでに CentralVl omen Committee ( 3人からなり，委員長は BegumG. A. 
Khan), Rawalpindi・IslamabadWomen’s Committee (18人からなり委員長は























西パML委員長 Ahmad Saeed Kirmani 副委員長 BrigAbbas Abbasi 
(Bahawalpur) 




Ejaz Ali Khan Talpur 幹事長 KhizarHayat 
(Sind) 書記 BashirAkhgar 
Mahmoud A. Haroon 
(Karachi) 
-264-
グ MajFazal Muqeem 
Qasoori (MNA) 
書記 ImtiazGill (MP A) 
1 Nawabzada Asghar Ali 
(MPA) 
Darya Khan Khoso 
(MPA) 
バキスタン（ 7月〕
書記 SardarIshaq Khan 
(MPA) 





























































































































③ 現金・ボーナス・リストは71品目から92召］目に増加（主なものは ironand 
steel structure, steel welded pipe，蚊取線香，中古衣類など〉。
④ ボーナス・リストは 242品目から 252品目とする。
⑤ 政府の貿易公社は10品目の輸入を行ない，それらを現金・ボーナス制で輸
入業者に販売する。 10品目とは pigiron,steel billets, steel strips, aluminium 
ingots, copper rods, zinc, sulphur, praw rubber, artsill王 yarn,betelnuts. 

















v新ジュート政策を批判一一一A.S. M. Sulaiman （国会議員）は政府発表の新






















れた。この会議には蔵相の他， PlanningBoard, ADBP事務局長， EPADC,N 
BP代表が参加している。 Huda蔵相は席上農業開発銀行 ADBPに対し洪水被
害をうけた地域で家畜を購入する場合，低金利で貸付を行なうよう指示し， Na-






































ジ ュート 700万ベール 405万ベーノレ
ジュート製品 57.5万トン 48万トン
セメント（西パ） 300万トン 30万トン
綿 花 310万ベーノレ 110万ベーノレ
京高 糸 6｛意3000万ポンド l億3000万ポンド
示品 ,ft1 8億3500万平方ヤード 3億平方ヤード
③ パキスタンの長期的発展の戦略として，製造加工品の輸出拡大が非常に重
要である。この目的を達成するためボーナス債券の割当の割合を若干調整する。
























長および幹事，著名な ML党員が含まれる。この名称は KarachiMuslim Lea-












酸塩プロジェクト， Joypurhatセメント・プロジェクト， Jamalganj （ボグラ地













が急騰， 1シーア当り 50パイセを越えたところもある（通常は41パイセ〉。 1カ
ン（ 4ガロンニ16シーア〉当りのケロシンは告こみで8.50｝レピー，缶なしで6.50
ノレピーであったのに，今ではそれぞれ10！レピー， 8ノレピーにもなっている。ケロ

















21日 Vマレーシアから代表団一一一マレーシアの土地森林・鉱山相の HajiAbdul 


































































































































ckings type boiler, travelling cranes, railway material, road building machine, 








































































































Khan商相， S.K. Dehlavi High Commissioner, S. Alta£ Gaubar情報次官，














































































































































輸出額 月平均 輸出額 月平均
1962/6:3 22s,oso 19,010 I 1965/66 216,sso 23,010 
196:3/64 229,120 19,140 I 1966/67 2s2,64o 23,550 













































クトとは， Harnai Woollen Mills, Quaidabad Woollen Mills, Bannu Sugar 















ポンプは 1万4000台となる。なお 1968/69のために ADBPが輸入を申請してい
るものは， 動力耕転機 1227台， トラクター 143台， fractionalポンプ0 896台，
cusecポンプ。 107台である。












































T Rajshahiで物価上昇 Rajshahiで主要品価格がこの 2週間に急上昇，米は
下級米で 1モーンド 50～53ノレピー，上質米になると 55～66Jレピーにもなってい




























































Kashmir :t¥1uslim Conference, Azad Jammu and Kashmir Muslim Conference, 
Kashmir Liberation League）の代表はカシミーノレの解放運動およびその民族自
決権の確得のための統一行動を決定した旨明らかにした（ラワールピンジ〕。 3
政党の代表は Sardar Abdul Qayyum Khan (AJKMC), Sardar Mohammed 







































































(5) 事務局長（現在ノfキスタンの M.H. Zuberi l巳である）υ
(6) RCDの成果（合弁企業としてすでに石油化学E場が設立され， その
他；-3プロジェクトが承認され，設立を待っている。また RCDハrイウェー計
画（ 4千マイノレ〉も近く完成する予定。また RCD保険センターおよび RCD
商工会議所も完投している〕。

















他 PML党員多数が出迎えた。同行者のうち大統領の子息 GauharAyub Khan 




























ので， この学生ストを組織したのは AllParty Students Action Committeeで
ある。学生の要求は Jagannath大学の政府接収反対，教科書でのコミュナノレな




































































ポテト (1シーア） 82パイサ（69パイサ），ささぎ（ 1シーア）1.25ノレピー
(1. 04！レピー），豆（ 1シーア） 98(88パイサ）， トマト（ 1シーア） 80パイサ
(125パイサ），グリンピース（ 1シーア） 2，レピー（2.5！レピー），オレンジ（ 1シ
ーア） 4.42ノレピー（4.50ノレピー）， 綿実油（ 1シーア） 2.70ノレピー（2.75；レピ－），
ココナッツ油（ 1シーア） 5.90ルピー（5.70ノレピー），ガーリック（ 1シーア）









( 1シーア） 85パイサ（67パイサ）、 リンゴ（ 1シーア） 2.81ノレピー（3.25！レピ
ー），からし油（ lシーア） 2.47；レピ－（2.52ルピー），チリ粉（ 1シーア） 3.25 
ノレピー（3.30ノレピー）， ジンジャー（ 1シーア） :3.35ノレピー（3.35；レピー）， グノレ









































































































し， 1970年 1月初の新大統領選挙に参加し，さらに 5年間，大統領を勤めるよう
要請するとみられている。
Vカラチ，クェッタに集会禁止令。
T 1968年 1～3月の国際収支一一中央統計局発表によれば， 1968年 1～3月の
国際収支は 1億5180万ノレピーの黒字で，1967年10～12月の 3億0960万ルピー赤字，
前年同期1520万ノレピー赤字に比べ，大幅に改善されている。この原因は1968年 1～
3月中に transferpaymentと capitalaccountがそれぞれ3億 3600万Jレピー，
4億2220万ノレピーの黒字となり，それが貿易上の赤字6億0650万ノレピーを相殺し
でも余りあったためである。この結果中央銀行の金・ドルスターリング外貨保有
高は5750万ルヒ。ー増え， 7億5890万Jレピーから 8億1640万ノレピーとなったO また
IMFへも120万ノレピーをサーピス・チャージとして支払っている。この期間の輸
入総額は 12億 4640万ノレヒ。ー，このうち外国借款，クレジットによる輸入は 2億
4730万ノレピー， PL480によるもの 2億070万ノレピーとなっている。
v新肥料工場，生産開始一一一リアルプールにある WPIDCの肥料J工場， Lyall-
pur Chemicals and Fertilizers Ltd.は16日から生産を開始した。この肥料工場








⑨ Hub Dam地域では士地の 30%は現存：の占有者あるいは耕作者に売られ、
20%は公開競売で売られる。
18日 V自由力シミール大統領，インドの不戦条約に反対一白 f!Iカシミール Al)(lul










V東パ， 10年の発展一一束パ経済計画局は Panoramaof Iケogressを発表，
その中で過去10年間 (1958～67）の東ノfの発展を要約している。









設中， 第３ 工場が計画中である。アンモニューム肥料工場） l万2000トン〉も
19G9年には生産を開始することになっている。
（：心 EPrnc: PIDCは1952年から 62lifまでの10年間に東ノミで、21プロジヱクト
（総資本領内億3300万ノレピー〉を完成させた。この投資は1962年のPIDCの分離
以降急増し， 1966/67の東パ投資額は 2億6037万ノレピーであった (1960/61のそれ




























































































































た Aus米で 1マウンド38～40ノレピー， Aman米は45～50ノレピーに達してU、る。
野菜・ filなどの値上りも目立っており，ケロシンも 1シーア50～62ノレピーとなっ
ている。グルーも値上り，数週間前は 1シーア 1ルピーだったものが1.12～1.25
／レピーとなり，砂糖も同期に 1シーア当たり 12パイサ値上り， lシーア 2ノレピー
となったo ij＼凡値上り，アヒノレの卵で 4個別パイサ，京jの卵で4個44～50バイサ
である。
T ADBP, 1967/68年度資金貸付状況一一一農業開発銀行 ADBPの1967/68年度資
金貸付状況は以下の通り。
① 1967/68の貸付金総額は 1倍、7130万ノレピーで前年度より 16.1%増である。
このうち 1億0640万ルピーは西パに， 6490万ノレピーは東バにそれぞれ貸付けら
れた。 1967/68の貸付目標（改訂〉は 1億7500万ノレピーであった。
③ 資金は IDAからきたが，最初の IDA資金2700万 lりレは93%がすでに
返済された。第2の IDA資金1500万ドノレのうち 3507）＂ドルは EPADCが5650
台の動力ポンプを購入， 1150万ドノレは農業機械導入に使用された。
































































































































になったとと，などをあげている。主なメンパーは A.M. Soomro, Baqar Rizvi, 














































アメリカ 35,210.0 西 1虫 2,880.2 
その他 1,751.1 
なお第3次計匝i期における外国民間投資は， 1964/65で7700万ノレピー， 1965/66





















総収外入貨 輸ジュー出ト 製ジ品ュ輸ー出ト 関ジ係ュ合ー計ト 総合占収め（入%る害）にiJ 
1958/59 132.05 78.90 13.02 92.01 69.51 
1959/60 184.02 76.04 14.04 90.04 49.08 
1960/61 179.09 87.08 22.03 110.0l 61.20 
1961/62 184.03 86.09 33.09 120.08 65.55 
1962/63 228.00 84.07 31.07 116.04 51.05 
1963/64 229.07 77.05 34.0l 111.06 51.05 
1964/65 247.01 92.05 32.00 124.00 50.18 
1965/66 276.08 97.07 59.01 156.08 56.65 
















1957/58 139.31 60.53 4:3.45 
1958/59 138.06 61.79 44.76 
1959/60 147.57 55.25 37.44 
1960/61 B9.10 44.57 32.04 
1961/62 199.02 70.94 35.67
1962/63 181.89 63.00 34.65 
1963/64 183.68 58.75 31.98 
1964/65 177.58 53.80 30.30 
1965/66 189.67 63.93 33.71 
1966/67 211. 01 64.20 30.43 
ジュート製品の製造は年々拡大しており， 1958年には5920台であった織機が1967






そ国内の消他費 同 内計 輸 出I 場
1957/58 9.41 2.00 11.41 45.81 
1958/59 12.09 2.00 14.09 44.28 
1959/60 15.27 2.00 17.27 46.52 
1960/61 14.56 2.50 17.06 26.86 
1961/62 15.90 2.51 28.14 41.15 
1962/63 17.44 2.50 19.94 43.81 
1963/64 19.42 2.50 21.92 41.85 
1964/65 17.03 1.00 18.03 38.40 
1965/66 28.83 2.50 26.32 43.30 









































































一 ( 252 ）一 --280-
パキスタン（ 9月〉
場参中央銀行年次報告1967/68
パキスタン中央銀行は 9月15fl, 1967 /68年度年次報告を発表した。要旨は以下の
通り。 （詳細は資料I参照〕
1966/67 1967/68 
(1）国民総生産 前年度比 5.0%増 前年度比 8.3%増
(2） 農業生産 I -0.8%減 " 16.3%増
農業生産指数（1959/60年基準） 123 143 





(4）工業生産 前年度比 10.5%増 前年度比 10.0%増




(6) 一般卸売物価指数 前年度比13.9%上昇 前年度比4.0%下降
(7）国 9際6 収支96 3億0540万ルピー赤字 3970万ルピー赤字
(1 7. 7～1 8. 3) 
(8）外国援助（約束額） 債権問会億8議45諸0国よド り 債権国億会議諸万国より
3 万ノレ 6 1610 ドノレ


























！酬7 I 附 7 I 附 6
輪出 額 I 2 379 I 2 353 I 2臼
③ 主な愉fι品目（万ノレピ一）







2 日 Vパ代表，北鮮独立記念日に出席一一パ政府は北朝鮮の招請をうけ， 9月4日
に行なわれる第20回北朝鮮独立記念日に S. M. Yusuf外務次官を団長とする





T PML内紛－M.M. Qasim PML議員団幹事長は声明を発表， MumtazAli 
Bhutto （国会議員〉に対し，同氏が PML員でありながらパ人民党 Pakistan
People’s Partyの Z.A. Bhutto氏と共に活動し， 1967年11月30日～12月1日ま
でラホーノレで、聞かれたパ人民党設立大会に出席し， 1968年3月8日にはパ人民党


































































ノレーマニア商務省 DirectorGeneralで，他は DumitruIsif, Nicolaeの両氏。




























































T Madhupurで警官発砲， I人死亡 Madhupur (Mymensingh県）のバザー
ノレの近くで， jatraが組織した群衆と警官が衝突，警官の発砲により 1人が死亡，
2人が負傷した。
T PDM, Saidpurで大衆集会一一PDM主催のもとに Saidpur (Rangpur地方）で









































8 日 f PIA会長に S.U. Durrani氏一一一政府は PIA会長に M.Akhtaτ 空軍少将に
かえて S.U. Durrani氏を任命した。 Durrani氏は 1954年以来にパ投資公社の
専務理事。 Akhtar空軍少将はパ空軍最高指令官となる。




たてるよう人々に訴える，とのべている。 NAPモスクワ派委員長 AbdulWali 
Khan氏は10月3日にカラチに到着する予定。
v西パに経済政策調整委員会一一西バ知事は計世1i開発局の下iこ経済政策調整委




















































10日 T RCD閣僚会議共同コミュニケ発表－－RCD閣僚会議が 9月2・3日テヘラ
ンで聞かれ，このほど共同コミュニケが発表された。その要旨は以下の通り。




























































広〕 410台の購入にあてられる予定で， 7ジュート工場プロジェクト（うち 3プ
ロジェクトは拡張事業）に貸付けられる。最近カーペット台にするため，幅広ジ


































































































一西ノ｛ D ・ I・カーン地区回教連盟は活動者会議を開き， アユプ大統領に再出馬














































数民族（Mahk,Sarclar, Shalozan, Sangbast, Jamal, Parachinar）は Doha食陪
農業相の訪問を機に，アユブ大統領に対し再出馬を要請した。
T Dohorkiの肥料工場， 1月から生産開始一一Daharki（スックール地方〉に建























2倍になったという。これは G.Yazdani Khan輸出促進局次長が 3ヵ月にわた
る米市場調査を終え，帰国に際してのべたもので，同氏はさらにアメリカはパに



























つは党首流を占めるもので， KhawajaHasan Askari氏を委員長に， Amjad
Hussain (Khulna）州教首相を幹事長にする提案をしており，一方反対派は Abdus





















































T National Shipping Corporation専務理事，北京へ一一NSCの U.A. Saied専














し， 3派対立という形となってきた。 3派とは党首流派の Askari-Amjadコン
ビ，それに対抗する反対派の Sabur-KaziKaderコンビ，そしてその中間をいく























































夫人， Juneja西パ運輸相， A.H. Chowdhury束パ法相， S.Azizur Rahman国
会野党首1］指導者， P.A.Asghar Shar情報政務次官，同犬人， NurulIslam Sik山 r
大蔵政務次官， RafiqueSaigol運輸政務次官， AishaSardar夫人（国会議員・
東パ）， A. A Khan西パ農業局民。パキスタン1963年以来毎年国慶節に参加し






























































































































































であったものが50！レピーにはね上り， Aus米も 39ノレピーから 41ノレピーになって
いる。魚価も上昇し，魚はもう庶民にとってぜいたく品となった。卵も値上り，
4個で、62パイサにもなっている。野菜も不足がちで，価格が上昇している。中で




つづけ， 1シーア9.50！レピーである（以前は7.5！レピー）。砂糖価格は 1シーア 2
～2.25ノレピー（数ヵ月前は1.75～1.87ノレピー〉。
Naogaonからの報告も同様に物価上昇を伝えており，米価は上質米で 1マウン
ド60ノレピー，新 Aus米は同35ノレピーである。 Amanのモミ米は26！レピー， Aus
のそれは20ノレピーとなっている。ジュートの価格は若干上昇して 1マウンド34～
38ノレピーとなっている。 Mymensinghでも米価が値上りし， Aman米（ボイルし
たもの〉で、マウンド 50～56ノレピー， Aus米（同〉で 1マウンド44；レピーとなっ
た。但しこの米価は昨年同期に比べると若干低い。
vパ，石油および炭化水素研究所設立一一パキスタンは French Petroleum 












銀行を54ヵ所に設置するよう指示した。 4銀行とは HabibBank, United Bank, 
National Bank of Pakistan, Muslim Commercial Bankの4行。政府は農村に
おける銀行活動を活発にするため，次の三つのタイフ。の銀行の設立を指示してい
る。 1）地方支店 permanentbranch, 2）衛星支店 satellitebranch, 3）移動銀行








v世銀 IBRD，パに 1億8650万ドル援助政策－M ・M ・アーマッド計画委員lj議
長の伝えるところによれば， 世銀 IBRDはパに対し 1968/69年度中に総額1億
8650万ドノレをプロジェクト援助として供与する協定に調印した。 この中には ID
Aが東ノξへのコンサルテーションのための資金200万ドノレを含んでいる。このほ
か IFCも Dawood-Herculesプロジェクト（肥料）および Admjee-American




年 7月10日のもので， Dawood-Hercules肥料工場に 3200万ドル，二つはタノレベ
ラ・ダムに2500万ドル，三つは Adamjee-AmericanCynamide肥料工場に2800








25日 T NAP Bhasani 派東パ支部，体制建直し一一一NAPの Bhasani派東パ支部はそ
の党体制の建直しに着手したようである。そのためいかなる形であれ現体制に協
力したことのある者を除くことを決定， 2人いる書記の 1人， AnwarZahicl氏
は党事行子部から外されたと伝えられているQ Anwar Zahid氏と執行部とはムジ
ブノレ・ラーマン（AL)に対する態度，組織問題，財政問題等で対立しているとい
う。 NAP束パ執行委は 10月5日に執行委員会を開き， もう 1人の書記 Nurul
Huda Kader Buksh氏に対しでも，以前政府の PakistanFeatures Syndicateに
入っていたことについて釈明を求めるという。
T Azad Kashmir選挙制度について一一AzadJammu and Kashmir川崎平議員会
の選挙が以下のように行なわれる。 これは Azad Jammu and Kashmir State 
Council (Elections) Rules 1968によるものである。
① Azad Kashmirを三つの選挙区に分け， Mazaffarabad,Poonch, Mirpur 













































ある。この和平会談には主流派からは新執行部総裁 Askari同幹事長 F.Ahmed 
が出席， 反対派からはマイメンシンの Hashimuddin Ahmed （中央・地方の党





















































































ン情報相， A.Ali Chowdhury工業相， S.Mohammad Aslam回教連盟幹事長，





副総裁 Abdul Basit （東パ商工相＝シノレヱット〉
Paniruddin Ahmed （国会議員＝ラングプーノレ〉
Ahmed Ali Sanlar・（国会議員こジェッソーノレ〉
A. Rauf Khan （国会議員士ダッカ）
Habibur Rahman （国会議員＝ポグラ〕
Muzaff ar Rehman （ラジシャーイ）
Serajul Islam （国会議員二チッタゴン〉
Ilabilrnr Rahman （前閣僚，前大使＝ボグラ〕


























































































なおこの声明に署名している 2人は， HajiMohammad Danish NAP副委員



































千人が出迎えた。その他メンバーは M.K. Junejeo西パ運輸相， A.H.Chou明
dhury東パ法相， SharAzizur Rahman国会野党代表， S.A. Ali Shah国会書










































































には現駐英大使 S.K. Dehlaviが更迭され， MahmoodHaroon氏が駐英大使と
なり， Dehlavi氏は駐中国大使，現中日大使 SultanMohammad Khan氏は外務



















































数（1959/60年度を100とする〉は1967年 7月～ 9月には 4.56増で109.27に上昇した。
だが12月末には105.47に微落した。その後指数はかなり上昇し， 1968年 6月には 120.
48台に達し，結局1］＇.問純増加率は 15.77に落着いた。
通貨供給と金融事情




















































































万ドノレで， この額のうち 5億0480万ドノレは会議加盟諸国が供与を約定した額で， 1130
万ドルは債権国会議を経由せずに供与される額である。非加盟諸国の供与約定額は 1
億ドルである。 したがって 1967/68年度の援助資金総額は非加盟諸国の提供する借款







学校数は1967年4月現在では 2713校であったが 1968年3月現在では 3089校に増加し
た。学童貯蓄累計額は 1967/68年度には98万6000！レピーの純増加を示し， 1968年3月
現在で647万4000ノレピーに達した。労働者貯蓄制度に基づく労働者預金額は1968年3


























1959 55.lG 1962 77.59 1965 107.83 
1960 66.52 1963 88.94 1966 143.19 























消 費 財 工業用原材料’ 機械・部♂
1963 471 864 693 
1964 864 982 794 
1965 1,184 887 671 
1966 1,749 1,788 464 
1967 2,557 1,392 :36 







II 1967 /68輸出事情 （Dawn1968. 9. 16) 
中央銀行発行の YearBook“Export Receipts-1967/68”によれば， 1967/68の輸IU
は以下の通りである。
① 1967/68の輸出額は前年度より 4%強増加し，29億 5千万ルピー（ 6億 2千万ドル）













































































































また投資総額に対する経済援助の割合は， 1949/50年度の 3.2%から 1954/55年度に
は14.9%になり，さらに 1959/60年度には44.1%に達した。 1950年～1960年の間の外















3,372,038 ;)04,296 3,676,334 
2,323,976 303,975 2,627,951 
419,809 54,332 474,141 
1,880,476 249,643 2,130,119 
1,040,997 321 1,041,318 






















1961/62 497,322 30,618 6.2 
1962/63 576,807 47,886 8.2 
1963/64 576,198 61,509 10.7 
1964/65 629,139 62,223 9.9 
1965/66 686,784 73,689 10.7 
1966/67 729,981 95,718 13.1 

















におくれ， 1948～57年で、パ全体の19.7%にすぎず， 1958～67年にはようやく 28.4%に
なっている。 これはパキスタン経済が地域的ノミランスを失っていることを示すものと
いえる。





1947( 8月から） 2.0500 (36 .2) 
1948 4.8625 (24. 6) 
1949 2.2605 (20 .4) 
1950 1.1715 (15.5) 
1951 1. 7691 (12.9) 
1952 10.0641 (30.8) 
1953 7 .8543 (26. 9) 
1954 2.6775( 9.2) 












31. 8065 (85. 2) I 37. 3210 
1957 [ 2.5525(11.9) I 18.6665(88.1) I 21.2削
















14. 9041 (75. 4) 
8 .8260(79 .6) 
6.5180(84.5) 
11.8984(87 .1) 
22. 4537 (69. 2) 
21. 2993 (73 .1) 
26. 9256 (90. 8) 













｜東 パ （ % ） ｜ 西 パ （ % ）




76.8(70) I 110.4(100) 

















































した。このことについて，アブドラに.i/い PirMaqbool Shah Gilani, Khwaja 
Ghulam Din Wani, Sauaullah Sharnirn （いずれもパ側カシミール前閣僚〉は共
同声明を発表， 「このインド政府の決定は政府がいかにカシミーノレ人民の団結を
おそれているかを示すものである jとのべている。
2 日 V西パ回教連盟 WPML，地方遊税計画一西バ回教連盟 WPMLは10月1611よ
り西パ各地方に遊説に出かける計画をたてている。これは SardaτKhizarHayat 










































V新油田， Campbellpurで発見 Pakistan Oil Fields Ltd.の子会社である




3 日 'NAP Cモスクワ派）， 近く PDM加盟か一一一全国人民党 NAP（モスクワ派）
西パ委員長 MahmudAli Kasuriは同党が近くパ民主主義運動 PDMに加盟す
るかもしれないと暗示した。同氏によると NAP（モスクワ派〉と PDMとの交



















































①米の政府貝＿L:T価格は品質に応じ 1マウンド 38ルピーから 18.50ルビー
にする。その内訳は，上質米（Basmati）が38ノレピー，中級米（permal,mush kin, 
hansraj, bara, begmi）が20ルピー， Irri米（Irri-Pak白45FAQは19ノレピー，
Irri-Pak白 30FAQは20.25ノレピー， 同 Irri-Pal王内 25well-milledが21ノレピ
ー），下級米（Kangni)19ノレピー，同（joshi)18. 50ルピーとなる。
② 西パ全域を四つのブロックに分ける。（a）中央部統制地域（Gujranwala,
Sheikhupura, Sialkot, Lahore, Gujrat, Sargodha, Lyallpur, Jhang, Sahiwal), 
(b）米地域 ricearea (Jacobabad, Larkana, Sukkur, Dadu, Hyderabad, Thatta), 
(c）中央部モミ地域 paddingarea (Jhelum, Mianwali, Huzaffargarh, Multan, 
D. I. Khan, Bahawalpur, Bahawalnagar), (d）自由地域 freearea。
③上質米，中級米（permal,begmi, iri）などは統制地域（a）で、独占的に栽培
され，米・モミのこの地域からの運び出しを禁止する。供出は強制。米地域（b)































































委員長 Abdul Khaliq Ansari 
書記長 Amanullah Khan 
副委員長 Khwaja Ghulan Nabi Gilkar 



























































き， クールナでは AmjaclHossain教育相・東パ ML幹事の訪問に際し予定さ
れていたレセプションには，反主流派で Sabur運輸相を東ノミ ML総裁に推した
グノレーツのがボイコツトをした。 Sabur氏も Amjad氏もクーノレナの出身である。


















7 日 T PDM書記長，パシャーニ NAP委員長に返信一－PDMの MahmudAli書記
一（312）一 -260--
パキスタン（10月〉













8 日 f AL 6項目派執行委， NAP委員長の野党三者会談呼びかけを拒否一一－AL6項
日派は 6日から 3日間， ダッカで執行委を開き， NAP北京派パシャーニ委員長
















ラチ市民の中での NAP（モスクワ派）および KhanWali Khan委員長の人気














































































































訪問，その発展を視察したいとのベた。世銀は 1968/69年度に 1億 3千万～ 4千
万ドノレを供与するものとみられている。










1 日 T EPIDC, 10企業を近く払下げ EPIDCは砂糖工場， ジコーート工場， 落花生
制l工場など10企業を民間に払い下げるよう決定したという。これは EPIDCのノ？




























題で次官級の会談をするよう申し入れた。 これは工業相 AjmalAli Choudhry 
が発表したもので，これまでインドは技術者段階での話合いを強く主張しており
今度の提案は前進とみられている。









1以967／前68 1以967／降68 1以967／前68 1以967／降68 
冷蔵庫 30% 50% 綿布（最上級） 1ヤードノ当、 り47 イサ 1ノレピー
自（550動O；レピ車ー以下） 25 40 グ（上級） " 28 I 65パイサ
（自5500動ノレピ車ー以上） 75 100 グ（中級）
？， 
17 " 40 " 
マイクロ・ノミスν 25 30 （普通） I ジー 6 " 15 " 
スク｝ター・
綿糸（普通） 1ポンドノ当、 り自転車 10 イサ 55 I 
(a）輸入後組立 25 30 グ（中級） グ 50 " l Jレピー
一（318）一 -266ー
パキスタン（10月〉
(b）完成品 15 20 綿糸（上 級） 1ポンド1ノ当レヒり。ー 1.751レピー
半（鉄鋼製・非F余金属） 20 35 （最上級） f’ 2.80 グ1.50 グ









会議は 3日目を迎え， 種々の組織代表が演説した。 PlebisciteFrontの委員長
























































盟（APSF）は緊急会議を開き MahfoozY ar Khan委員長は全学生に対し，学生
の要求のための闘争を平和的かっ姿勢を正して行なうよう呼びかけ，今度の事件
はカラチの学生を中傷するために，あるグノレーブ。が起したものだとのベた。







































































18日 vダッ力大学，授業ボイコット一一グッカ大学学生は151=1, S. M.ホーノレでの
事件で学生5人が暴行をうけた事件に抗議して授業をボイコツト，ゲッカ大学の
Vice-Chancellorである M.0. Ghani博士が“東ノミ大学教育の発展”という題
で講演している場所におしかけ， 講演を妨害した。 これは NationalStudents 

























評議員会には NAP （モスクワ派）から MohiuddinAhmじcl(Barizal), P. H 
Rah-man (Sylhet）の 2人が特別に招待されて参加してし、る。
第1回の討議の中で具体的方針は検討されなかった。党執行委から他の野党と













る。しかし 6項目要求は ALの綱領の一部であり，綱領の中で ALは社会主義
的経済の建設をうたぺてし、る。しかし ALの社会主義は外国から借りてきたも
のではない。








Tehsildarの階位以上のFoodDepartment, District Magistrate, Revenue O而cer
などで，警察の；場合には AssistantSub・inspector,Assistant Food Controller, 

















































⑨ ALの再統一について，過去の交渉の経験から考えると， AtaurRahman 
Khan, MojibuτRahman Khan (Rajshahi), Moshium Rahman (Jessore）など
の占い AL党員は党の再統ーを望み， AL(G項目派）にもどることを望んで、
いるのしかしその決定を下せないでいるのである。
⑨ 現在の AL執行部は1966年 8月の新体制になって以来何らの運動？〉して
いない，わたしは党が全く活－動していないことに失望しているの
T AL ( 6項目派）評議員会，同党役員選挙一一AL(G項目派）の役員はすべて
再選された。主な役員は以下の通り。
委員長 Sheikh Mujibur Rahman 
（委員長代理 Syed Nazrul Islam) 
書記長 Tajucldin Ahmed 
（書記長代理 Mizanur Rahman Chowdhury) 
副委員長 Syed Nayrul Islam 
組織部長 Mizanur Rahman Chowdhury 
組織部長には Amena夫人をおす声も強かったの





































































する軍事使節団一行は 11月の第 1週に中国を訪問する。随員は MohammadAk-
bar Khan （陸軍少将），Mohammad Akram （陸軍代将〕，MohammadShaiff （海
軍代将〕。 M.Z. Masud （空軍代将）など。この 1年間に多くの政府高官が中I卦
を訪問している（アノレシャド・フセイン外相， Yusuf外務次官， Ahmad計画委
副委員長， FidaHassan大統領顧問）が，軍事使節団の訪中は始めて。









すなわち 1949/50から 1958/59の問の 1人当り所得は：Hl!レピーと 312；レピー
の問である。しかし 1967/68にはそれは 401ルビーにも達している。
② GNPで－みれば， 1949/50から 1958/59の10年間の増加率は実質23.2%,








































T Azad Kashmiir評議員選挙一一－AzadKashmirの基本的民主主義者 (1200人）
は同 StateCouncilのメンバー（ 8人）の投京を行なった。 StateCouncilの全
メンバーは12人で，残り 4人はパキスタンに居住するカシミーノレ難民の中から選
出される。現大統領 AbdulHamid Khanはムザファバードから選出された。
Poonch地区からは元大統領 SardarMohammad Ibrahim Khan氏と前大統領
Sardar Abel ul Qayyum Khanが選r-Hされている。公式結果は10月31日までに発
表される。その後評議民の選挙により大統領が選挙される。
v駐英大使に Mahmoud Haroon氏任命一一政府は新駐英大使に Mahmoud
Haroon氏（カラチ〕 48才を任命した。現駐英大使 S.K. Dehlavi氏は駐仏大使
になる。
（注） Mahmoud Haroon氏は 1920年カラチに生る。 SinclCollege. S. C. 
Shahani Law Collegeを卒業後政界に入り， PML力n入υ1944'1ミにはカラチ
の ProvincialMuslim League委員長となる。 1945～50主でシンド州議会I議
員， 1954～58まで同ノリト｜議員， 1965年には凶会議員となり，川ノー労働・協力
相となる。 .Lt:はPakistanHerald Ltd., Haroon Industries Ltd., Haroon Sons 
Ltd.の会長。
v世銀，手lj子率を 0.5%引き上げ， 6.5%に一一一パ通信社（PPI)によれば｜！｜：銀












V東パ経済事情一国家経済会議 NECは1968/69年度から 5ヵ年計画iの Iノク
内での年度1il"I血iを発表した。本主l'-5ヵ年；｝＼・j珂というのは公共投資については投資
日標ではあっても，民間部門においてはガイドラインを示すという性格が強ヤυ





























































f EPIDC, 1968/69の払下げ価格総額 1億3740万ルビー－EPIDCカ＇.：1668/69年
度中に払下げた価格総額は I億3740万ノレピーに達する。これは A.K. Musa EP 
me総裁が発去したもので，払下げ企業は砂糖工場2(Thankurgaon砂糖工場
2410万lレピーフ Rangpur砂糖工場2550万ルビー）， DDT工場（チッタゴン，
1950万ノレピー）, Hard Board工場（クーノレナヲ 1740万ルピー），ジュート工場7
( Dacca, Aminラ Chittaεong,Star, Pak., Karim, Latif Bawany各ジュート工場
の公社持株分一一一いずれも公社は少数株主）， 2460万ノレピー， Associateジュート






















① TV網の整備一一一 1億4千万ノレヒ0-0 1970年までに 4TVステーショ

















関 þÿz Nil 9.7 
中央消費 税 14.6 24.3 
けr ｛守 税 11.9 10.3 
Wx 売 手免 8.3 9.9 














































l AL統一の動き --ALのパ民主二1：義運動（PDM）賛成派 MujiburRahman 
はダッカで声明を発表， ALの旗のもとに全組織の統・rtをはかろうとの呼びかけ
を行なったのこれは ALの PDM派， G項目派， AL党復活反対派 (1：として
NDFに入ってし、る〕の三者に対して呼びかけたもので， 11月 :1FlにAtaurRah司







Haji Mohammad Usman 
Ghazi Mohammad Amir 
Sardar M. 1brahim Khan （元大統領〕
Sardar Abdul Qayyum Khan （元大統領）
Chaudhry Sohhat Ali 
Fateh M. Kaτelvi 
















































































































































































































































































































1966年7～9月 57.15 19.05 
1964年 M 56.15 18.72 1967年グ 67.76 22.59 





（モスクワ派）委員長 KhanAbdul Wali Khanは， ラホーノレの西ノfNAP委員
長 M.Ali Kasuri宅で記者会見， 同氏の父で赤シャツ党委員長であった Khan











Aviation & Tourismの管轄を国防省に移し，これまでの ChiefAdministrator 
を廃止した。国防省には新たに次官を任命し，この CivilAviation & Tourism 






Institute of International A旺airsで、開かれた夕食会で、演説，パの外交政策， と
くにパ・中関係について，要旨以下のようにのべた。



































































いが AtaurRahman Khan氏宅で、聞かれたが， ALの6項目要求派の人々は出席
せず， この統一の動きは失敗に終った。会合には ALのうちパ民主主義運動
PDM参加のグノレーフ。と ALの復活に賛成せず，民族民主戦線 NDFに残ってい
るグループだけが参加した。 3派統一の話合いは 1度失敗したものの，今後も AL
(6項目派〉に呼びかけていくという。




































るυ また，シノレエットの方では PDJ¥1が ShahidAliシルエット PDM副委員長
一（350）ー -268-
パキスタン（11月）
を立候補させたが， PDMのAbdusSalam Khan氏が東ノミ PDM州執行委を代
表するとの名目で声明を発表， Shahid Ali氏の立候補は PDMと全く関係がな
いとのべている。これに対し PDMの SyedKhwaja Khairuddin副委員長， M.




v砂糖の配給割当増加一一政府－は近く砂糖の配給量を， 11月15日から 1人 1ヵ
月2シーアにするもよう。このうち 1ヵ月 1シーア分は， lHl第3週から始まる
ラマダーンの月だけの特別配給で，その後は 1ヵ月 1シーアとなる。これまでは






5 日 v砂糖価格上昇 政府が砂糖の不足はないとの声明を数回にわたって出して
いるにもかかわらず，東パ各地での砂糖価格はひきつづき上昇している。ダッカ






T 10月の輸出入状況 １０月の輸出額は２億６４１０万ルピーで， 9月の 2億7570
万ノレピーに比べ4.22%減少したが，前年同月の 2億2800万ルビーにくらべると増
































Action Committee）が 5f:I，会議を開き，学校当局に対し， 11月7日までに学生
の要求を認めないときにはストライキに入る旨決定と発表した。これは，全国学




Public Order Ordinance 1960 で逮捕したもの。逮捕された学生は Mairaj
Muhammad Khan （全国学生連盟前委員長・，人民党員）， Rashid Husain Khan 
一（352) -270ー
パキスタン（11月）
（全国学生連盟 NSFRashidグループ委員長）， Mohammad Ziaullah （ジンナ一





































T NAP （モスクワ派），西パ PDM, ラワ｝ノレピンジでの警官発砲， 1人死亡
という事件について，警官の行動を強く批判する声明を発表した。
v西パNAPCモスクワ派）委員長， リアルプール地区弁護士協会で演説…一 一西
パ NAP（モスクワ派〕の M.Ali Qasuri委員長はリアノレプ｝ノレを訪ね，同地区
の弁護士協会で演説， NAPは人民の主権獲得のために闘うことを誓うとのべた
後，同党委員長 WaliKhan氏について， 「NAP（モスクワ派）は前の赤シャツ




























M. Mohammad Khan NSF (Rashid派）前委員長， Rashid Hasan Khan NSF 































(5) 配給量は大都市（11市〕で 1人 1ヵ月 1シーア，中都市（36市町〕で 1





















































f NAP, PDM, Aしともに政府非難一一－－NAP（モスクワ派〉の西パ委員長 Ali
































































































）誕生， YunεSheng,Wu Fa-hsienが出席，パ側からは MohammadAkbar Khan 















































SF (Rashid tr1ミ）は集会を聞き， 逮捕学生の釈放および学校の再開を要求， さら






その他， リアルプーノレ， スックーノレでも学ぞがデモを行なし、，暫，＇｛ fと衝突して


















T Azad Kashmir大統領， AbdulHamid Khanに一一パ側カシミー／レ（AzadKash司
mir）は全基本的民主主義音BDによって選出された評議員民人，パキスタンに住
むカシミーノレ人の中から任命された評議員4人の 12人で、構成する国家評議員会
State Councilをもつが，この評議員の中から互選で AbdulHamid Khan氏が
時期議長兼大統領に選出された。選挙は９対０で選出メンバー３名は投票に参加






13日 vブット人民党委員長など 15人逮捕一一政府はパ国防法 32条違反を理由にア
リ・プット人民党委員長，カーン・ワリ・カーン NAP（モスクワ派〉委員長な
ど15人を逮捕した。このうち 7人は人民党員， 5人は NAP（モスクワ派）党員，
2人は与党の同教連照（いずれもプット氏のいとこ〉， 1人が無党派となってい
る。プット，ワリ・カーンヲ M・A・プット（国会議員，プット委員長のいとこ〉，
( 362）一 . 2則一一
パキスタン（11月〉
G ・ムスターファ・カーン（国会議員）は A級の監獄， 残り 11人（Arbab S. 
Khan, M. R. B. Talpur, M. Hasan, A. Khattak, S. Ayaz, M. A. Hayat, 





伝わるや， ダッカの政治家筋にきびしい政府批判が出ている。 Hamidul Huq 
ChoもvdhuryPDM指導者は声明を発表，弾圧によって問題を解決することはで
きないとして政府の措置を批判， Abι1usSalam Khan PDM束パ執行委員長も，
弾圧するのではなく人民の問題を解決しようとすべきであるとして今回の措置を
非難しているQ
































1960により， カラチで M ・ハク・ウスマニ NAP（モスクワ派）書記長， Lal 
Buksh Rindカラチ NAP地区副委員長， A Hshmi西パNAP書記長代理， Altaf
Azadカラチ NAP地民出版委員， NawazBhutto, Amir Faisal Durram, S. M 
Manzar （いずれも NAPのワリ・カーン派）， Zainuddin Khanカラチ NAP（ノミ
シャーニ派）委員長， AzharAbbas (Kishan Mazdoorグループ）， Zahid Ali 
Khanカラチ大学学生の10人を逮捕した。
Vハイデラバード，ムルタン，その他で野党指導者など大量逮捕ー←ハイデラ
ノミードでは NAP同地区前委員長 RasoolBox氏が治安維持法で逮捕され， NAP
指導者 HafeeQureshi, M. Baqar氏も逮捕された。ムルタンでは刑訴法144条違
反を理由に12人が逮捕され，ベシャワーノレ市で、 3人， Charsaclda警察区で4人，
Nowshera警察区で 6人， Hazara地区で14人， Abbottabadでは人が逮捕された。
vブット氏逮捕無効の訴え一一プット委員長逮捕を違法であるとして，同氏の
妻 NusratBhutto f虫色史が西パ高等裁判所に嘆願書を提出した。また， Mubbashar
Hassan, M. Khurshid Hasan, Arhab Sikander Khan (NAP Saτhadの委員長），











A sad uzz:m1an Khan （京パ議会野党代夫）， Mukhlesuzzaman Khan Cl司会議貝），
Aleとm al-Razee （国会議員）， M. A 目立mad(NDF 束パ支部古記長），おhafiqul
lslam （’京パ MLC書記長）， s‘M. Ali (Jamaat党書記長〕等がそれぞれ芦明を
発表､政府を批判している。また､東パ学生連盟c日市Iふ東パ学生連合（日＇ SU-





vマクナマラ世銀総裁，訪パ マクナマラ tl：銀総裁は夫人および I.M. P. 



















せるだ、ろうとのベているO 会見にはP 世銀側から I.P. M. Cargill世銀南アジア
局長， C.G. Melmoth, Torgier Finssas, Steckhan氏らが出席，パ側からユサブ
外務次官， s・8・ジャブリ工業次官， G.Ishaque大蔵次官， Q.Islam計画局
長， 1 ・ A ・カーン経済問題担当官， M.Haq, S. Aziz計画委員らが出席したο







ドノレ外貨保有高は4790万ノレヒ。ー増え， 8億 1640万ノレピーかち 8億 6430万ノレピー























大統領顧問， M・M・アーマッド計画委副議長， Oehlert駐パ米大使， P.Cargill 
世銀南アジア局長，マクナマラ夫人などが同席し，た。同総裁一行は昼食後カラチ



























う。 Jungはこの記者会見との関連で， MLCのMianManzar Bashir主催の昼
食会にプット氏夫人，アスガノレ・カーン， J.A. Rahim, Sardar Shankat Hayat, 





































とのべている。集会は NAP東パ委員長・ M uzaff ar Ahmed議長の干‘に行なわれ，
NAP 執行部からの挨拶があった。
M. Ahmed委員長は野党組織の統～ゐの急務を訴え，とくに，その第 1歩として


















































Abdus Salam Khan東パ PDM委員長，AzizulRahman国会野党副指導者，Abdul







いる。 16日には PDMの緊急中央執行委が聞かれ， Jamaat党も中央執行委を聞
いて逮捕者の釈放を要求し， NAPも委員長・書記長などを逮捕され，その釈放を
要求する決議を発表している。また，18日にラホールではMLCの委員長Daultana,
Sardar S. Hyat Khan PDM執行委， C.M. Hussain Ghatha, K. M. Saf dar両



















































































パ学生連合 EPSU (2グループとも〉， 東パ学生連盟 EPSL （委員長 Mafizur





は，副委員長 AbuZahed Selim，書記長 ShahedReza，書記 AbudHossain, 







ラチ行政・都市委員会 KarachiAdministration and Metropolitan Committeeを
設立，委員長に AkhtarHusain元西パ知事，事務長に HusainHaider西パ政府






































































































































T PDM, 12月2日から西パ一斉に抗議デモ一一PDMは12月2t=:Iから始まる 1
週間に，西パ各地で、一斉に抗議デモを行なうことに決定した。デモを行なう所は
























P. M. Cargillは束パ M.N. I-Iuda蔵相と会談，世銀は原則的にはパ政府の洪水
対策計両を承認しているとのベた。
24日 'NAP Cパシャーニ派）執行委聞く一一NAP （パシャーニ派）執行委が聞か
れ，政府の弾圧政策に反対するため野党の統‘行動を行う可能性について話し合
















で，年々の返済額は 1億 3千万ドノレ， 1968/69には 1億5千万ドルとなり，その
外貨収入に占める割合は16%になるとみられている。
25日 T PDM主催“抗議の日”，西パ各地で、大規模なテ、モ PDM主催“抗議の口”
の251:1，両パ各地で、反政府デモが行なわれた。
一（ 378）一 296 
パキスタン（11月〉
ラホール： 5万人以上が抗議集会に参加， PDMのN・N・カーン委員長， C・
M ・アリ Nizam党委員長，ダワルタナ MLC委員長・， M. M. Tufaial Jamaat党
委員長， K.M. Ra五qAL代表， S.M. Sabir J afry西パ PDM書記長などが演
説した。集会後， PDMは街の中心をデモ行進したが，集会禁止令が出されてい
るため， 3～4人1紐となり， 2～3メートノレの間隔をおいて整然としたデ、モを

















































' AL, NAP Cバシャーニ派〉と統一について会見－AL(6項目派）書記長
代理 MizanurRahmanはダッカに NAPパ、ンャーニ委員長を訪ね，現政権への
反対運動を統一して行なうこと，来るべき選挙に対する態度などについて話し合







27日 , Qaiyum Khan, MLCより脱党一一回教連盟評議会派MLC指導者で前 NWFP



















外相， Yusuf外務次官，実側は D.J. D. Maitland秘書お上び駐パ英大使 Cyril
Pickardである。なお，スチュアート英外相はアユブ大統領との会見に先だって
フセイン外相とも会見している。この会見には Yusuf外務次官のほか，外務省







































































統領の息子）はガンダーラ工業を辞任，その持株を NationalInvestment Trust 
に売ったという。また，経営代理会社の GoharHabib Ltd.の持株も，義父の

















30日 ' D・l・力一ンでハルタルー一一D • I・カーンで、はパ人民党支部長 SardarHaq 
Nawazの逮捕に抗議し， 1時間のハノレタノレが行なわれたO リアルプーノレでは，抗
議デモが行なわれ， NAP党員3人， MLC党員 1人の計4人が逮捕されている。
V東パ開発予算， 31%削減か一一東ノξ政府はその開発予算（1968/69）の31% 
の削減をきめたとみられているのこの削減により，教育，工業，家屋，保健，運




















































































































り話し合ったυ この会議には PML執行委員のほか JabbarKhan凶会議長，阿
州知事，中央政府閣僚，その他招待された人々が出席している。同委員会はまた，
同教連盟評議員を選出するため，東西川、｜に二つの委員会を設立，東ノミ委員会メン




決定した。改正されるのは Govt.Servants (Conduct) Rules 1964, Govt. Servant, 





















































Ghulam M. Khan, A. Raza Khanの釈放を要求した。法廷にはピノレザダ検事総
長も出席した。
vパ人民党，アスガル・力一ン， NAP Cバシャーニ派〉と共闘一一パ人民党委































格を 1マウンド入袋当り 1.67レピー引き下げ， 18.6ノレピーを 177レピーにすること
を決定した。小麦粉の製粉工場前渡し価格は 1マウンド18.15ノレピー（袋っき〕，
製粉工場のある町の駅渡し価格は 1マウンド18.37ノレピー（袋なし），近代的な機
械による製粉工場については， その工場前渡し価格は 1マウンド 20ルピー（袋
































































(Pakistan Obserber, 12. 10) 
'NAP Cバシャーニ派〉，ダッカで抗議デモ NAP （パシャーニ派〉は東ノξ











































































































































































































パシャーニ委員長の外， NAP（パシャーニ派）から 2人， NAP（モスクワ派）







































能力は 1959/60に4億4500万キロワット／時であったものが， 1967/68には 11億
キロワット／時となり，また，高速道路も 890マイルから 2240マイノレに延長し
た。農業部門では lowlift pumpが3千から 1万4千に増え，肥料使用も 6倍
となった。少なくとも100万エーカに Iri米が植えつけられている。
③ 1966/67の外貨収入のうち東ノミはその 56%を占め，西ノfは44%にすぎな
かった。しかじ， 1967/68には束ノξの割合は 47%に，西パの割合は 53%になっ
ている。 （詳細は資料参照〉
' パ商工会議所連盟，商工活動の原則を承認一一パ商工会議連盟の運営委員会
は“商工活動の原則”とでもいうべき Statesmentof the Principlesを承認した。



























自由カシミーノレ選挙法廃止などを要求した。これは AllParty Kashmir Commit-
teeが主催したもので，約400人カシミール人民が参加した。この中には Plebiscite



















































でよ骨加， 1962年12月には 9億4390万ノレピーだったものが， 1968年6月には 26｛：立
3100万ルピー， 178.7%の急増である。一方，西パキスタンはこの間，：n億7680
万ノレピーから82億2840万ノレピーへと 159%増加している。銀行貸付金合計は，東








-361 - 一（403) 
パキスタン（12月〉
の Begomi米（同）， 6万トンの Irri米（同〉を西パの政府統制地域から買い上
げている。西パでは全体で・25万トンの米を東パに送る予定であるが， t砕米の東ノξ
への移出は，｜司地域では政府に米を供出した米取引業者が地方行政官の許可を求
めれば自由に行ないうる。なお政府統制地域とは， Gujrat,Gujranwala, Sialkot, 















































chant Shipping Bill 1968，②銀行く改正）法 1968，③ CapitalDevelopment 






















Abdus Sabur Khan （国会与党代表・運輸相）， Wahi【luzzaman（前商相）， Kazi 
Abdul Kader 臼fj東ノf閣僚）， Abdullah Al-Mahmud （前中央政府閣僚），



























② その他の輸出も伸び， 1965/66には28億4千万ルピー， 1966/67には28億
7千万／レピー， 1967/68には31億 1千万ノレピーであり， 1968/69はその目標33億
ノレピーを越えるかもしれない。
③バキスタンは Basmati米を 16万トン輸出する予定であるυ ソ連には 2
万5千トン，ユーゴには l万トン。
19日 'NAP Cモスクワ派〉など， アスガル・力一ンを批判一一一PDM, NAP （モス
クワ派）， 1¥L C 6項目派），人民党による統一野党連合 UnitdOpposition Party 
主催の活動者会議がダッカで聞かれ，その席上NAP,ALはアスガノレ・カーン]i]




時間を浪費するわけにもいかない」とのべ，同党の DewanM. Ali氏は， 「ど
の政党にも属さず，政治的イデオロギーをもたない人は国民を誤った方向に導く
だけだ。諸君は陸軍最高司令官を空軍司令官に変えたいのか？」とのベた。また












































































































あるモスクでは， 祈時が終った後， 回教学者 Ulemaと学生が祈稿者に「警察の
発砲を非難するよう」要請した。祈J障の後，各地で Ulemaや学生が中心となっ
たデモが行なわれ，祈りに来ていた多数の人々もそれに合流して各地で警察と衝











































24日 V力ラチ ML調整委員会，ゴファール・アユブを委員長から解任一一カラチ ML
調整委員会はゴファーノレ・アユプ委員長（アユプの息子）を解任，新委員長に












































































l PDM, 1月3日から大会一一PDMのN.N. Khan委員長はダッカ記者会見，
1月3r-=iから PDM大会を聞くことを明らかにし， さらに，この大会には NAP
（パシャーユ派〕のパシャ一二委員長， AL(6項目派〉の SyedNazru Islam委















































































































書記長 Shamsuddoha，東ノξ学生連盟（EPSL）委員長 Abdur Rauf, 同書記長‘
Khaled M. Ali，学生連合（SU）メモン派委員長MostafaJamal Haiderの7人。






















聞の話合いもすすんでいる。 N•N ・カーン PDM 委員長は Nizam 党のチヨー


























































































削 39 38 62 
980 1,437 39 61 
1,273 1,458 54 46 
1,640 1,676 49 51 
パキスタン（12月〉
（出所） 計画委員会
（注） * Mid-plan review of the Third Five Year Plan. 
料 AnnualDevelopment Programme, 1968 69. 
表E 中央政府から州政府への開発資金配分
l資金叫秘100万
東パ l西ノ、東 パ ｜ 西 パ
1960/61 I 298 I 335 I 47 I 53 
1961/62 I 246 I 317 I 44 I 56 
1962/63 I 431 I 429 I 50 I 50 
1963/64 I 677 I 682 I 50 I 50 













1 9 6 8 年のパキスタン年表
政 :.L>. ，口
1. 6 I 東パ分離陰謀計画（アガルタラ事件）で28人逮捕
経 済
2. 1 Iアユブ大統領病気で、月初放送中止（病気は 2月中つづ i2. 3 I アメリカ経済使節団訪パ（～3.2)
く）
3. 7 I PIA理事長，アスガル・カーンから M.Akhtar空軍 I3. s Iタルベラ・ダム建設は伊・仏グループ落札































































































4. ]1政府 j如げ価格を 1 ウンドーに決定 4. 17 コスイギン首相，訪パ（～21)
5. 18 パ・ソ，国カラバーク製鋼所建開設計く凶iの調億査協定に調印 5. 11 ファラッカ堰構築基問題をめぐるパ・イ会談一通物別れ
5. 22 パ債権言忍 会議，ワシントンで 。 5 5千万ドル援 5. 20 パ，米にバダベル地貸与期間の延長せずと 告
助承 5. 25 ソ連軍艦2隻，カラチ港に入港（～6.1)
6. 7 新鉄工鋼業公投社総資裁計画に表ジ発ャ表フさリ工る業省次官任命 6. 27 パ軍事使節団，訪ソ（～7.8）軍事援助約束取り付ける
6. 7 
7. 29 パ・ソ， 6600万ドルの経済援助協定に調印 7. 23 アユブ大統領，イギリス訪問に出発（～8.10)
8. 11 I東パ洪水被害甚大
8. 25 I 1967 /68の米の生産， 1247万トンで前年比15%増















































































































































































































11. 2 I第 4次 5ヵ年計画基本目標発表
11. 20 lパ初の機械工場，操業開始
11. 24 I i士銀利子率を6.5%から7.5%に引とげ，パの対外債務
｜増の問題，深刻化
11. 29 I英の輸入課徴金について，パ財界の反発激化
12. 1 Iアユブ大統領，学生の要求を一部認め，妥協を示す I 12. 4 I政府，大規模工場に公定価格店設置を指示
12. 7 Iダッカで全国人民党主催のデモ，警官と衝突して発砲 I12. 28 I新輸入政策発表
！により 2名射殺さる，逮捕150人（東パ反政府運動激化）






































12. 21 I中国から貿易使節団訪パ， 26日， 2億ルビーの借款協
｜定調印
12. 25 I RCD首脳会談，カラチで開催（～27)



































































郵便審-f} ・ 162 
東京都新宿区市ヶ谷本村町42
電 話東京 353問 4231（代表）
株式会社第二印刷所
株式会 社岡市製本所
印刷所
製本
